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蝦
夷
地
へ
の
派
遣　

―
島
田
（
谷
）
元
旦
が
果
た
し
た
役
割
と
そ
の
成
果
―
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要
旨
：
島
田（
谷
）元
旦（
一
七
七
八
〜
一
八
四
〇
）は
、谷
文
晁
の
弟
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、後
に
鳥
取
藩
江
戸
留
守
居
役
を
務
め
る
島
田
家
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

元
旦
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
幕
府
の
命
を
受
け
蝦
夷
地
調
査
隊
の
一
員
と
し
て
蝦
夷
（
現
在
の
北
海
道
）
に
渡
り
、
紀
行
文
や
写
生
図
を
数
多
く
残
し
た
。
そ

れ
ら
は
往
時
の
北
海
道
の
歴
史
や
ア
イ
ヌ
の
文
化
を
語
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
幾
種
類
も
の
写
本
が

流
布
す
る
一
方
、
自
筆
本
を
確
認
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
な
ど
、
成
果
資
料
の
整
理
は
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
元
旦
の
蝦
夷
地
調
査
の
成
果
の
全

体
像
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
併
せ
て
そ
れ
ら
の
資
料
に
表
れ
た
様
々
な
特
徴
と
そ
の
生
成
の
理
由
に
つ
い
て
当
時
の
元
旦
の
状
況
を
通
し
て
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
島
田
（
谷
）
元
旦
、
蝦
夷
、
谷
文
晁
、
円
山
応
挙
、
松
平
定
信
、
風
景
写
生
図
、
ア
イ
ヌ
風
俗
画

論
文  Article

は
じ
め
に

　

一
八
世
紀
後
半
か
ら
幕
末
に
か
け
て
、
鳥
取
藩
で
は
宋
紫
石
に
南
蘋
派
を
学
ん
だ
土
方

稲
嶺
を
は
じ
め
、
長
崎
出
身
で
中
国
風
の
画
風
を
色
濃
く
示
し
た
片
山
楊
谷
や
、
伝
統
的

な
狩
野
派
に
琳
派
や
や
ま
と
絵
な
ど
の
装
飾
性
を
加
味
し
た
沖
一
峨
、
そ
の
弟
子
の
根
本

幽
峨
と
い
っ
た
多
彩
な
画
家
た
ち
が
活
躍
し
、
豊
か
な
画
壇
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
鳥
取

画
壇
を
語
る
の
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
の
一
人
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
島
田

（
谷
）元
旦（
一
七
七
八
〜
一
八
四
〇
）で
あ
る
。
元
旦
は
谷
文
晁（
一
七
六
三
〜
一
八
四
〇
）

の
弟
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
二
四
歳
の
時
に
鳥
取
藩
江
戸

留
守
居
役
の
島
田
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
公
務
の
傍
ら
積
極
的
に
絵
の
制
作
に
も
励
ん
で

い
た
と
み
ら
れ
、
濃
彩
に
よ
る
細
緻
な
花
鳥
画
な
ど
が
数
多
く
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

元
旦
は
鳥
取
藩
士
と
な
る
以
前
の
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
に
幕
府
の
命
で
蝦
夷
地

（
現
在
の
北
海
道
）
に
派
遣
さ
れ
、
道
中
の
紀
行
文
や
風
景
・
風
俗
・
器
物
図
な
ど
を
手

が
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
往
時
の
蝦
夷
地
の
姿
を
知
り
、
ア
イ
ヌ
の
文
化
を
語
る

上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま

た
幾
種
類
も
の
写
本
が
流
布
す
る
一
方
、
自
筆
本
を
確
認
で
き
な
い
も
の
が
あ

る
な
ど
、
成
果
資
料
の
整
理
は
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で

は
、
元
旦
の
蝦
夷
地
調
査
に
関
す
る
資
料
を
分
類
整
理
し
、
そ
の
全
体
像
を
把

握
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
、
併
せ
て
そ
こ
に
表
れ
た
様
々
な
特
徴
と
そ

う
し
た
特
徴
が
生
ま
れ
た
理
由
を
当
時
の
状
況
か
ら
考
察
す
る
。
ま
ず
第
一
章

に
お
い
て
、
元
旦
が
蝦
夷
地
に
赴
い
て
残
し
た
著
作
な
ら
び
に
図
画
資
料
を
紹

介
し
、
他
の
資
料
と
比
較
し
な
が
ら
そ
の
特
徴
を
探
る
。
次
に
第
二
章
に
て
、

第
一
章
で
紹
介
し
た
蝦
夷
地
調
査
の
成
果
資
料
と
文
献
の
記
述
と
を
照
合
し
、

制
作
当
時
の
資
料
が
今
に
ど
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。
そ
し

て
最
後
に
第
三
章
に
て
、
当
時
の
元
旦
の
活
動
や
置
か
れ
て
い
た
環
境
か
ら
、

元
旦
の
蝦
夷
地
調
査
の
成
果
に
表
れ
て
い
る
様
々
な
特
徴
が
生
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
要
因
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。
以
上
に
よ
り
本
論
で
は
、
元
旦
が
蝦
夷

地
調
査
に
お
い
て
担
っ
た
役
割
と
そ
の
意
義
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ら
の
資
料
の

背
後
に
見
え
る
、
若
き
日
の
元
旦
を
形
作
っ
た
社
会
的
・
文
化
的
時
流
を
捉
え
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る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　

さ
て
、
本
論
に
入
る
前
に
幕
府
と
蝦
夷
地
の
関
係
を
簡
単
に
概
観
し
て
お
こ
う
。
江
戸

時
代
、
蝦
夷
地
は
長
ら
く
松
前
藩
が
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
権
を
独
占
し
て
お
り
、
藩
は
蝦
夷

地
の
事
情
が
外
部
に
出
る
の
を
防
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
禁
制
を
定
め
て
い
た
た
め
、
幕
府
に
は

蝦
夷
地
の
地
理
や
風
土
、
ア
イ
ヌ
の
風
俗
に
つ
い
て
十
分
な
情
報
の
蓄
積
が
な
か
っ
た
。

よ
う
や
く
幕
府
に
よ
る
最
初
の
蝦
夷
地
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）、

当
地
の
富
源
の
開
発
を
視
野
に
入
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
老
中
・
田
沼
意
次
の
失
脚

と
と
も
に
調
査
も
中
止
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
の
船
が
活
発
に
来
航
し

国
防
の
緊
急
性
が
強
ま
る
に
及
び
、
寛
政
一
〇
年
、
幕
府
は
近
藤
重
蔵
や
最
上
徳
内
ら
調

査
隊
を
派
遣
し
実
情
を
調
査
、
そ
の
結
果
、
松
前
藩
に
蝦
夷
地
の
管
理
能
力
が
な
い
こ
と

が
判
明
し
、
翌
年
一
月
に
は
東
蝦
夷
地
を
直
轄
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
三
月
に
松
平

信
濃
守
忠
明
が
蝦
夷
地
取
締
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
る
と
と
も
に
多
数
の
人
員
が
派
遣
さ
れ

た
が
、
こ
の
中
に
採
薬
隊
の
一
員
と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
の
が
元
旦
で
あ
る
。

第
一
章　

元
旦
の
蝦
夷
地
調
査
の
成
果

　

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
三
〜
四
月
、
蝦
夷
地
が
幕
府
の
直
轄
と
な
っ
て
最
初
の
幕

吏
ら
が
江
戸
を
出
発
し
た
。
松
平
忠
明
、
大
河
内
政
壽
、
三
橋
成
方
の
三
有
司
を
筆
頭
に

し
て
、
そ
の
数
八
〇
〇
余
人
（
１
）。
元
旦
は
幕
府
の
奧
詰
医
師
で
巣
鴨
を
始
め
各
所
の
薬

園
を
管
理
す
る
渋し

ぶ
え
ち
ょ
う
は
く

江
長
伯
（
一
七
六
〇
〜
一
八
三
〇
）
を
隊
長
と
し
、
薬
園
勤
務
の
近
藤

元
良
や
、
本
草
家
の
土
岐
新
甫
な
ど
が
属
す
る
三
四
名
の
採
薬
調
査
団
に
連
な
っ
た
（
２
）。

江
戸
か
ら
奥
州
街
道
を
経
て
三
厩
に
着
き
、
松
前
に
渡
っ
て
太
平
洋
に
面
す
る
北
海
道
東

岸
を
進
み
、厚
岸
で
折
り
返
し
て
ほ
ぼ
同
じ
道
程
で
帰
途
に
つ
く
約
半
年
間
の
旅
で
あ
る
。

　

現
在
元
旦
の
手
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る
資
料
は
、
自
筆
・
写
本
を
含
め
て
著
書
が
二
種
、

図
画
は
一
〇
種
あ
る
。
ま
ず
著
書
二
種
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
特
徴
を
述
べ
、
次
に
図

画
資
料
一
〇
種
に
つ
い
て
、
風
景
、
器
物
、
風
俗
、
動
植
物
の
四
つ
の
主
題
ご
と
に
紹
介

し
、
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
著
書

①
『
蝦え

夷ぞ

蓋ふ
た

開あ
け

日に
っ

記き

』（
以
下
、『
元
旦
日
記
』）【
写
本
】

　

寛
政
一
一
年
三
月
二
一
日
に
江
戸
を
発
し
、
七
月
二
日
に
厚
岸
に
到
着
後
、
九
月
二
七

日
に
江
戸
に
帰
着
す
る
ま
で
の
道
中
を
毎
日
記
し
た
紀
行
文
。
地
理
的
情
報（
村
名
や
山
・

川
の
名
、
距
離
な
ど
）
や
、
元
旦
が
積
極
的
に
地
元
の
人
々
に
取
材
す
る
中
で
聞
き
取
っ

た
そ
の
地
の
産
物
や
地
名
の
由
来
な
ど
に
加
え
、
道
中
で
の
人
々
と
の
交
流
や
目
に
し
た

風
景
な
ど
に
対
す
る
元
旦
の
感
想
も
交
え
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
挿
図
と
し
て
植
物
二

図
、
太
刀
、
木
像
、
フ
キ
の
葉
を
傘
代
わ
り
に
用
い
る
ア
イ
ヌ
の
様
子
が
各
一
図
、
計
五

図
が
簡
略
に
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
『
元
旦
日
記
』
は
、『
近
世
紀
行
文
集
成　

第
一
巻　

蝦
夷
篇
』（
板
坂
耀
子
編
、
葦
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
に
、
函
館
市
立
中
央
図

書
館
本
を
定
本
と
し
た
翻
刻
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
中
の
『
元
旦
日
記
』
の
引
用
は

こ
れ
に
拠
る
こ
と
と
す
る
（
３
）。
文
末
に
は
「
東
都　

谷
元
旦
記
」
と
記
さ
れ
る
が
自
筆

本
は
未
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。『
蝦
夷
蓋
開
記
』、『
蝦
夷
記
』、『
蝦
夷
日
記
』、『
蝦
夷

紀
行
』、『
蝦
夷
地
紀
行
』、『
蝦
夷
秘
録
』
等
多
く
の
別
名
が
あ
り
、
管
見
の
限
り
で
二
〇

冊
近
く
の
写
本
が
確
認
で
き
（
４
）、
お
そ
ら
く
も
っ
と
多
く
の
写
本
が
全
国
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
写
本
の
多
さ
は
、
本
日
記
が
蝦
夷
に
関
す
る
重
要
な
文

献
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
本
紀
行
は
、採
薬
隊
の
隊
長
で
あ
っ
た
長
伯
の
蝦
夷
紀
行
文『
東
遊
奇
勝
』（
函

館
市
立
中
央
図
書
館
蔵
、
自
筆
、
一
三
巻
）
と
重
複
す
る
箇
所
が
多
く
、
特
に
地
理
的
情

報
に
つ
い
て
お
お
よ
そ
同
一
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
別
行
動
を
し
た
場
合

に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、長
伯
は『
東
遊
奇
勝
』の
中
で
二
度
、

「
谷
元
旦
」
と
元
旦
の
名
を
登
場
さ
せ
（
六
月
二
日
、
七
月
二
日
）、『
元
旦
日
記
』
の
中

に
も
「
渋
江
子
」、「
渋
江
君
」、「
渋
江
氏
」
と
計
八
回
長
伯
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
日
記
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
地
名
な
ど
の
内
容
が
重
複
す

る
の
は
、多
く
の
情
報
量
を
盛
り
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、互
い
に（
あ
る
い
は
一
方
が
）

照
合
さ
せ
て
い
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
厚
岸
か
ら
折
り
返
し
同

道
を
戻
る
復
路
に
お
い
て
は
、
記
録
す
べ
き
新
た
な
地
名
等
の
地
理
的
情
報
が
少
な
い
た

め
両
者
と
も
文
章
量
が
減
る
が
、『
元
旦
日
記
』
は
往
路
に
く
ら
べ
生
き
生
き
と
し
た
個

人
的
な
感
想
や
所
見
が
多
く
記
さ
れ
、
自
由
な
意
見
の
発
露
が
増
え
て
い
る
一
方
、
長
伯

の
記
述
量
の
減
少
は
極
端
と
な
っ
て
い
る
。
長
伯
の
こ
の
往
路
と
復
路
の
記
述
量
の
偏
り

か
ら
、
往
路
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
「
西
北
の
峯
、
白
雪
旭
に
映
じ
て
銀
の
ご
と
し
。」（
四

月
一
四
日
）、「
時
な
ら
ぬ
雪
な
れ
ば
寒
き
事
を
覚
へ
ず
し
て
面
白
き
景
色
な
り
。」（
四
月

一
八
日
）、「
石
法
雛
紋
、
画
も
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
。」（
六
月
二
七
日
）
と
い
っ
た
個
人

的
な
感
想
ま
で
が
両
者
で
重
複
す
る
点
に
つ
い
て
も
、
も
と
は
元
旦
の
記
述
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
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②
『
蝦
夷
釈
名
』【
写
本
】

　

和
語
と
ア
イ
ヌ
語
を
対
照
し
て
記
述
し
た
一
種
の
和
夷
辞
典
。
写
本
の
み
で
伝
わ
っ
て

お
り
、
先
の
『
元
旦
日
記
』
や
、
後
に
紹
介
す
る
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』、『
蝦
夷
器
具
図
式
』

に
付
属
す
る
形
態
を
と
る
。
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
『
蝦
夷
風
俗
図
式
并
釈
名
』

な
ど
に
は
、「
蝦
夷
釈
名
」
の
タ
イ
ト
ル
の
後
に
「
谷
元
旦
文
啓
撰
」
と
記
さ
れ
、
元
旦

の
編
集
に
な
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
（「
文
啓
」
は
元
旦
が
青
年
時
代
を
中
心
に
用

い
て
い
た
名
）。
天
文
、
歳
時
、
人
倫
、
身
体
、
言
語
、
器
用
、
衣
服
、
食
用
、
舟
、
家
室
、

草
木
、
鳥
獣
、
虫
、
魚
、
貝
、
物
数
の
一
六
部
に
分
か
れ
、
五
〇
〇
近
い
語
数
が
所
収
さ

れ
て
い
る
。「
月
」
や
「
日
」、「
男
」
や
「
女
」
と
い
っ
た
一
般
的
な
単
語
以
外
に
、「
此

の
貝
は
何
」、「
此
の
草
は
何
」、「
此
木
は
何
」
な
ど
、
元
旦
ら
が
旅
の
中
で
実
際
に
使
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
語
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
図
画
―
風
景

③
『
東
蝦
夷
紀
行
（
蝦
夷
奇
勝
画
稿
）』（
以
下
、『
画
稿
』。
個
人
蔵
）
三
巻
【
自
筆
】

　

タ
テ
約
四
〜
一
〇
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
八
・
五
セ
ン
チ
〜
一
〇
五
・
九
セ
ン
チ
と
長
短
様
々

な
紙
に
風
景
が
描
か
れ
た
も
の
で
、
三
巻
の
巻
子
に
計
一
四
〇
図
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る

（
第
一
巻
五
四
図
、
第
二
巻
五
三
図
、
第
三
巻
三
三
図
、
各
図
の
タ
イ
ト
ル
等
は
【
表
1
】

の
と
お
り
）。
各
巻
の
表
装
に
は
題
箋
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
一
部
文
字
が
見
え
て
い
る
も

の
の
摩
耗
し
て
解
読
で
き
な
い
（【
図
1
】）。
第
一
巻
の
巻
頭
に
は
題
字
「
眼
界
真
趣
」

と
年
紀
「
寛
政
己
未
季
冬
為
谷
季
画
博
」
が
、「
柴
邦
彦
」、
す
な
わ
ち
柴
野
栗
山
（
一
七

三
六
〜
一
八
〇
七
）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
（【
図
2
】）、
元
旦
が
蝦
夷
地
か
ら
帰
っ

て
間
も
な
い
寛
政
一
一
年
の
冬
に
は
完
成
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
第
三
巻
末
の
二

図
が
奥
州
の
風
景
で
あ
る
以
外
は
す
べ
て
、
蝦
夷
の
景
色
と
な
っ
て
い
る
。
各
景
は
、
勢

い
の
あ
る
墨
線
を
基
調
と
し
、
青
や
緑
の
彩
色
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
彩
色
が
巻
物
の

台
紙
の
上
に
も
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
道
中
で
は
墨
画
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
の

み
行
わ
れ
、
後
に
巻
子
に
仕
立
て
た
時
に
彩
色
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
海
に
突
き
出
し

た
大
岩
や
崖
、
行
く
手
を
阻
む
滝
な
ど
の
海
岸
沿
い
の
難
所
を
中
心
に
、
山
中
の
景
色
や
、

川
の
向
こ
う
に
広
が
る
山
並
み
な
ど
が
描
か
れ
、
随
所
に
元
旦
と
覚
し
き
帯
刀
の
人
物
が

登
場
す
る
（【
図
3
〜
7
】）。

　
『
画
稿
』
の
描
き
方
の
特
徴
と
し
て
は
、
目
前
の
景
色
を
自
然
な
広
が
り
の
中
で
捉
え
、

そ
の
場
に
立
っ
て
見
て
い
る
よ
う
な
臨
場
感
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
多
く
の
場
面
で
画
中
の
人
物
が
立
つ
地
面
が
海
な
ど
で
遮
ら
れ
る
こ
と
な
く
画
面

下
部
ま
で
地
続
き
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
よ
り
観
る
者
に
描
か
れ
た
景
色
と
の
距
離

を
近
く
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
般
的
な
絵
図
と
は
異
な
り
、
山

並
み
や
海
岸
線
、
道
筋
や
川
の
流
れ
な
ど
が
単
調
に
陥
る
こ
と
な
く
描
写
さ
れ
、
躍
動
感

の
あ
る
生
き
生
き
と
し
た
精
彩
を
放
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
以
上
の
よ

う
に
『
画
稿
』
は
、
陸
に
立
っ
た
時
に
目
の
前
に
広
が
る
、
海
岸
沿
い
の
難
所
を
中
心
と

し
た
蝦
夷
の
各
地
の
詳
細
な
地
形
を
現
在
の
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
の
代
わ
り
に
記
録
し
た
、

臨
場
感
溢
れ
る
絵
画
的
要
素
の
強
い
ス
ケ
ッ
チ
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
浄
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
後
述
す
る
『
蝦
夷
山
水
図
巻
』

四
巻
（
北
海
道
立
近
代
美
術
館
蔵
）
と
『
蝦
夷
地
真
景
図
巻
』
二
巻
（
個
人
蔵
）
で
あ
る
が
、

『
画
稿
』
は
さ
ら
に
、
約
半
世
紀
の
後
に
目
賀
田
守
蔭
（
一
八
〇
七
〜
八
二
）
に
よ
っ
て

制
作
さ
れ
た
蝦
夷
の
風
景
図
に
も
引
用
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
『
蝦
夷
歴
検
真
図
』
と

呼
ば
れ
る
大
部
の
風
景
写
生
図
で
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
蝦

夷
地
か
ら
樺
太
に
ま
で
わ
た
る
大
規
模
な
調
査
に
随
行
し
た
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
多
く
の
類
本
が
存
在
す
る
こ
の
『
蝦
夷
歴
検
真
図
』
に
つ
い
て
鶴
岡
明
美
氏
は
、「
絵

地
図
と
絵
画
の
中
間
的
存
在
」
の
系
統
の
一
つ
と
し
て
、『
北
海
道
歴
検
真
図
』（
六
冊
、

三
二
九
図
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）
を
挙
げ
、
こ
の
中
に
元
旦
の
『
蝦
夷
山
水
図
巻
』
か
ら

の
借
用
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
５
）。『
北
海
道
歴
検
真
図
』
と
同
構
図
の
元

旦
の
風
景
図
は
、『
蝦
夷
山
水
図
巻
』
よ
り
も
『
画
稿
』
の
方
が
よ
り
近
似
し
て
お
り
（【
図

８
‐
ａ
、
ｂ
、
ｃ
】）、
守
蔭
は
地
形
の
構
図
や
人
物
と
家
屋
の
配
置
、
植
生
な
ど
も
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
に『
画
稿
』か
ら
写
し
取
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の『
北
海
道
歴
検
真
図
』

に
み
る
『
画
稿
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
図
を
【
表
1
】
に
加
え
て
い
る
が
、『
画
稿
』
の
第

一
巻
か
ら
は
五
四
図
中
一
六
図
が
、
ま
た
第
二
巻
か
ら
は
一
三
図
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、

『
画
稿
』
の
三
割
近
く
が
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
た
だ
し
、
第
三
巻
は
二
図

と
少
な
い
）。
守
蔭
は
文
晁
の
娘
婿
で
、
元
旦
の
甥
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
守
蔭
は
元
旦

（
あ
る
い
は
島
田
家
）
と
直
接
関
わ
り
を
持
っ
て
こ
の
『
画
稿
』
を
実
見
し
た
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
守
蔭
描
く
『
北
海
道
歴
検
真
図
』
に
は
、
元
旦
ら
の
踏
査
し
た
地
域
と

重
な
る
場
所
に
元
旦
の
蝦
夷
風
景
図
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
元
旦
の
『
画
稿
』
が
幕
末
の

蝦
夷
地
調
査
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
元
旦
の
ス

ケ
ッ
チ
が
、
よ
く
そ
の
地
の
景
観
を
捉
え
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

④
『
蝦
夷
山
水
図
巻
』（
四
巻
、
北
海
道
立
近
代
美
術
館
蔵
）【
自
筆
】

　
『
蝦
夷
山
水
器
具
図
巻
』
と
し
て
、
山
水
図
四
巻
と
器
具
図
一
巻
の
計
五
巻
が
一
つ
の
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【表１】
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【図１】『画稿』第一巻表装
（個人蔵）

【図３】『画稿』2-25（個人蔵）

【図２】『画稿』題字（個人蔵）

【図４】『画稿』2-14「ヲホイノホリ瀑布図」（個人蔵）

【図６】『画稿』1-8「白上山中」（個人蔵） 【図５】『画稿』2-35「セウケヒ瀑布図」（個人蔵）
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【図７】『画稿』1-39「渡シキウ川望首九山」（個人蔵）

【図 8-a】『画稿』1-17「七井濱眺望図」（個人蔵）

【図 8-c】『北海道歴検真図』3-3「七重濱眺望」（国立公文書館蔵）

【図 8-b】『蝦夷山水図巻』1-10「七井濱眺望図」（北海道立近代美術館蔵）
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箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
各
巻
は
同
じ
表
装
で
あ
り
、
外
寸
の
タ
テ
は
す
べ
て
約
二
七
セ

ン
チ
と
一
揃
い
の
も
の
で
あ
る
が
、
風
景
を
描
い
た
も
の
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
山
水
図
巻

四
巻
に
つ
い
て
紹
介
し
、
器
具
図
巻
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

山
水
図
巻
の
各
巻
に
は
一
八
図
ず
つ
計
七
二
図
の
蝦
夷
の
風
景
を
描
い
た
紙
が
貼
り
込

ま
れ
て
い
る
。
軸
表
の
題
箋
は
「
蝦
夷
山
水
圖
」
と
記
さ
れ
、
一
〜
四
の
番
号
が
振
ら
れ

て
い
る
（【
図
9
】）。
各
図
の
タ
テ
の
大
き
さ
は
二
五
・
五
〜
七
セ
ン
チ
で
、
ヨ
コ
は
三

五
・
〇
〜
一
二
九
・
九
セ
ン
チ
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
本
図
巻
が
も
と
冊
子
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
（
６
）、
各
図
に
目
立
っ
た
折
り
目
跡
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
横
幅

の
最
長
は
約
一
三
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、当
初
か
ら
巻
子
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

各
図
の
冒
頭
に
は
赤
い
付
箋
（
タ
テ
約
一
四
・
一
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
約
二
・
五
セ
ン
チ
）
が

貼
ら
れ
、
謹
直
な
書
体
で
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
紙
の
中
に
も
地
名
を
書
い
た

小
さ
な
紙
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。
作
者
に
つ
い
て
は
、
各
巻
末
に
文
晁
の
印
が
捺
さ
れ

て
お
り
（【
図
10
】）、
箱
の
蓋
表
に
も
「
蝦
夷
山
水
圖　

谷
文
晁
畫　

長
谷
川
如
水
珍
蔵
」

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
文
晁
の
印
影
に
は
疑
問
が
残
り
（
７
）、
先
行
研
究
に
お
い

て
も
文
晁
は
蝦
夷
に
渡
っ
た
こ
と
が
な
く
、
元
旦
の
筆
に
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る（
８
）。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、本
巻
の
続
き
と
考
え
ら
れ
る
図
巻
が
近
年
再
発
見
さ
れ
、

そ
こ
に
元
旦
の
落
款
が
あ
る
こ
と
か
ら
、本
図
巻
の
作
者
は
元
旦
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

さ
て
本
図
巻
は
、
七
二
図
の
風
景
図
の
う
ち
九
割
に
あ
た
る
六
五
図
が
、
①
の
『
画
稿
』

の
中
に
同
構
図
の
風
景
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
（
例
．【
図
８
‐
ａ
】
と
【
図
８
‐
ｂ
】

や
、【
図
11
‐
ａ
】
と
【
図
11
‐
ｂ
】
な
ど
）、『
画
稿
』
に
み
る
一
次
写
生
ら
し
い
勢
い

の
あ
る
墨
筆
に
替
わ
っ
て
緑
や
青
を
中
心
と
す
る
美
麗
な
彩
色
や
細
筆
に
よ
る
丁
寧
な
筆

運
び
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
画
稿
』
を
浄
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
本
作
は
、

幕
府
に
提
出
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。『
画
稿
』
に
お
け
る
躍

動
的
な
筆
致
と
は
異
な
る
、
細
い
筆
を
慎
重
に
運
ば
せ
た
動
き
の
少
な
い
硬
質
な
画
面
か

ら
は
、
岩
絵
具
に
よ
る
鮮
や
か
な
彩
色
と
相
俟
っ
て
、
ど
こ
か
桃
源
郷
の
よ
う
な
非
現
実

的
と
も
言
え
る
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
本
画
へ
と
浄
写
さ
れ
る

中
で
起
こ
る
こ
う
し
た
変
化
は
他
の
画
家
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
具
体
的
な
変
容
と
意
図
に
つ
い
て
は
、
元
旦
の
『
諸
国
名
所
図
』（
栃
木
県
立
博
物
館
、

フ
ァ
ナ
ッ
ク
株
式
会
社
蔵
）
や
文
晁
の
真
景
図
な
ど
を
含
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

【図９】
『蝦夷山水図巻』第一巻表装
（北海道立近代美術館蔵）

【図10】『蝦夷山水図巻』
印章〈原寸大〉

（北海道立近代美術館蔵）
【図11-b】『蝦夷山水図巻』3-18「ヒヨロヘツ図」

（北海道立近代美術館蔵）

【図11-a】『画稿』2-30「ヒロゝ川真景」
（個人蔵）
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⑤
『
蝦
夷
地
真
景
図
巻
』（
二
巻
、
個
人
蔵
）【
自
筆
】

　

近
年
再
発
見
さ
れ
た
、
乾
巻
と
坤
巻
か
ら
な
る
二
巻
本
。
坤
巻
に
の
み
軸
表
に
題
箋
が

貼
ら
れ
、「
谷
元
旦
筆
山
水
図
」
と
書
か
れ
て
い
る
（【
図
12
】）。
巻
末
に
は
「
寛
政
十
一

年
巳
未
冬
月
谷
元
旦
謹
畫
」
の
書
き
入
れ
と
朱
文
方
印
（「
元
旦
之
印
」）
が
捺
さ
れ
（【
図

13
】）、
元
旦
が
蝦
夷
地
か
ら
帰
っ
て
き
た
年
の
冬
、
す
な
わ
ち
帰
着
後
す
ぐ
に
制
作
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
各
巻
末
の
台
紙
部
分
に
「
月
明
荘
」
の
印
が
捺
さ
れ
、
古

書
肆
の
反
町
茂
雄
氏
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
本
作
は
、
昭
和
六
一
年

の
天
野
氏
論
考
（
９
）

の
中
で
触
れ
て
い
る
谷
元
旦
筆
「
蝦
夷
山
水
真
景
図
」（
二
巻
）
と

図
の
内
容
や
特
徴
が
一
致
す
る
た
め
同
一
の
も
の
と
み
ら
れ
、
論
文
掲
載
時
は
高
倉
新
一

郎
氏
の
所
蔵
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。二
巻
を
収
め
る
箱
の
表
に
は
、「
蝦
夷
地
真
景
図
巻
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
の
作
品
名
は
そ
れ
に
拠
っ
た
。

　

乾
巻
に
は
二
図
（
有
珠
山
と
厚
岸
湖
が
描
か
れ
る
）、
坤
巻
に
は
「
ホ
ウ
ワ
タ
ラ
ヘ
ツ

図
」（【
図
14
】）、「
ヘ
シ
ャ
ヘ
ト
マ
リ
エ
ト
フ
ウ
図
」、「
ア
イ
カ
ツ
フ
図
」（【
図
15
】）、「
ア

フ
ツ
ナ
イ
眺
望
図
」、「
ム
セ
ウ
シ
眺
望
図
」、「
エ
サ
ン
図
」
の
六
図
、
計
八
図
の
蝦
夷
風

景
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
各
図
の
タ
テ
の
大
き
さ
は
二
五
・
四
〜
二
六
・
八
セ
ン
チ
、
ヨ

コ
は
四
二
・
九
〜
一
四
一
・
三
セ
ン
チ
。
先
の
『
蝦
夷
山
水
図
巻
』
と
絵
の
筆
致
が
よ
く

似
て
お
り
、
本
紙
タ
テ
の
寸
法
が
ほ
ぼ
同
寸
で
あ
る
ほ
か
、
本
紙
と
赤
い
付
箋
の
材
質
や

寸
法
、付
箋
の
文
字
の
書
体
も
『
蝦
夷
山
水
図
巻
』
と
酷
似
す
る
（【
図
16
‐
ａ
】
と
【
図

16
‐
ｂ
】）。
さ
ら
に
、
乾
巻
の
一
図
と
、
坤
巻
の
三
図
に
『
画
稿
』
を
元
図
と
し
た
と
考

え
ら
れ
る
同
構
図
の
風
景
が
あ
り
（【
図
17
‐
ａ
】
と
【
図
17
‐
ｂ
】）、
ま
た
『
蝦
夷
山

水
図
巻
』
が
『
画
稿
』
の
第
一
巻
と
第
二
巻
に
元
図
が
見
つ
け
ら
れ
る
一
方
、『
蝦
夷
地

真
景
図
巻
』
は
第
三
巻
に
そ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
図
巻
は
、
も
と

は
『
蝦
夷
山
水
図
巻
』
の
続
き
で
あ
っ
た
も
の
が
、
あ
る
時
点
で
分
離
し
た
も
の
と
判
断

さ
れ
る
。

⑥
『
谷
文
晁
奥
羽
游
歴
写
生
模
本
』（
二
巻
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）【
写
本
】

　

タ
テ
一
七
・
六
〜
一
八
・
二
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
一
三
・
二
〜
六
九
・
七
セ
ン
チ
の
紙
に
、

草
加
駅
（
現
在
の
埼
玉
県
草
加
市
）
か
ら
伝
法
寺
坂
（
青
森
県
十
和
田
市
）
ま
で
の
奥
州

街
道
沿
い
の
風
景
が
描
か
れ
た
模
本
で
、
二
巻
の
巻
子
に
上
巻
一
九
図
、
下
巻
三
三
図
の

計
五
二
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（【
図
18
】）。
収
録
範
囲
は
広
い
が
、
岩
手
県
北
部
か
ら

青
森
県
三
厩
ま
で
の
図
は
二
図
し
か
な
く
、
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
巻
頭
に
は
題
字
「
東
垂

攬
勝
」
と
年
紀
「
寛
政
己
未
」
が
柴
野
栗
山
の
落
款
と
と
も
に
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
巻

物
は
谷
文
晁
作
品
の
模
本
と
し
て
古
く
か
ら
認
識
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
そ
れ
は
お
そ
ら

く
文
晁
が
松
平
定
信（
一
七
五
八
〜
一
八
二
九
）に
従
っ
て
白
河
に
何
度
か
足
を
運
び
、『
無

題
巻
物
（
谷
文
晁
東
北
地
方
写
生
図
）』（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
な
ど
も
残
し
て
い

る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
本
作
に
つ
い
て
は
近
年
、
内
山
淳
一
氏
に
よ
っ
て
詳
し
く
紹
介
さ

れ
、
元
旦
作
の
模
本
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
１０
）。
内
山
氏
が
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
寛
政
一
一
年
当
時
の
文
晁
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
や
、『
元
旦
日
記
』

の
記
事
に
み
る
景
色
と
こ
の
模
本
の
風
景
図
と
が
一
致
す
る
点
な
ど
か
ら
、
本
作
の
原
本

は
元
旦
の
筆
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
元
旦
が
蝦
夷
地
に
渡
る
前
後
に
通
過
し
た

奥
羽
地
方
を
描
い
た
風
景
写
生
図
は
、
先
の
『
画
稿
』
巻
末
の
二
図
し
か
見
つ
か
っ
て
い

な
い
た
め
、
こ
の
模
本
は
、
元
旦
の
奥
羽
街
道
写
生
図
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す

る
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。

　

以
上
の
四
点
が
、
元
旦
の
寛
政
一
一
年
の
蝦
夷
地
調
査
に
関
連
し
て
制
作
さ
れ
た
風
景

を
主
題
と
し
た
資
料
で
あ
る
が
（
１１
）、
寛
政
一
一
年
よ
り
前
に
、
幕
府
の
命
を
受
け
て
蝦

夷
に
赴
き
作
画
を
行
っ
た
人
物
が
い
る
の
で
、
先
行
す
る
そ
の
作
例
と
比
較
し
、
相
違
点

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
の
人
物
の
名
は
、
小
林
豊
章
（
生
没
年
不
詳
）
と
い
い
、
生
没
年
は
お
ろ
か
、
出
身

地
も
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
が
、寛
政
四
年
に
蝦
夷
へ
渡
っ
た
後
、

同
一
二
年
、
そ
し
て
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
少
な
く
と
も
計
三
回
、
幕
府
の
命
に
よ

り
蝦
夷
地
を
訪
れ
て
お
り
、「
蒙
公
命
（
中
略
）
地
理
山
川
海
岸
等
且
ツ
人
物
及
ヒ
草
木

鳥
獣
魚
類
等
ニ
至
ル
迄
具
サ
ニ
絵
面
ニ
図
シ
可
捧
旨
」（
１２
）
と
、
元
旦
同
様
に
図
画
の
制

作
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
１３
）。
豊
章
の
風
景
を
主
題
と
し
た
作
例
と
し
て
は
寛
政
四
年
の

『
蝦
夷
見
取
絵
図
』（
三
巻
、
国
立
公
文
書
館
蔵
）
な
ど
が
あ
り
、
舟
か
ら
陸
を
み
た
景
観

が
描
か
れ
て
い
る
。
横
に
長
く
続
く
巻
物
に
陸
地
を
地
続
き
に
し
て
遠
く
か
ら
描
き
、
随

所
に
地
名
や
距
離
が
書
き
入
れ
ら
れ
、
所
々
に
貼
ら
れ
た
付
箋
に
は
、
そ
の
地
で
の
宿
泊

形
態
や
そ
の
地
を
出
船
し
た
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
舟
で
の
航
路
や
行
程
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
船
か
ら
見
え
る
陸
地
の
風
景
が
立
体
的
に
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
地
理
や
位

置
を
舟
上
で
視
覚
的
に
判
断
で
き
る
描
き
方
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
の
元
旦
は
先
に
見
た
よ
う
に
、『
画
稿
』
と
『
蝦
夷
山
水
図
巻
』
で
は
描
法
が
異

な
る
も
の
の
、両
方
と
も
歩
き
な
が
ら
目
に
し
た
陸
か
ら
の
景
観
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

険
峻
な
巨
岩
が
立
ち
は
だ
か
る
難
所
、
海
に
流
れ
落
ち
る
滝
や
奇
岩
、
奇
島
な
ど
が
描
か

れ
、
概
し
て
距
離
が
近
く
、
随
所
に
元
旦
本
人
と
思
し
き
人
物
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
と
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【図12】
『蝦夷地真景図巻』
表装（個人蔵）

【図16-b】
『蝦夷山水図巻』題箋
（北海道立近代美術館蔵）

【図13】
『蝦夷地真景図巻』落款
〈原寸大〉（個人蔵）

【図16-a】
『蝦夷地真景図巻』
題箋（個人蔵）

【図15】『蝦夷地真景図巻』坤巻「アイカツフ図」（個人蔵）

【図14】『蝦夷地真景図巻』坤巻「ホウワタラヘツ図」（個人蔵）
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【図17-a】『画稿』3-25「恵山ゝ腹眺望」（個人蔵）

【図17-b】『蝦夷地真景図巻』坤巻「エサン図」（個人蔵）

【図18】『谷文晁奥羽游歴写生模本』「韮神橋眺望」
（東北大学附属図書館蔵）
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お
り
、
そ
の
地
に
立
っ
て
見
え
る
景
色
が
一
画
面
ご
と
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
風
景
の
捉
え
方
に
つ
い
て
、
豊
章
が
舟
上
か
ら
の
地
理
的
情
報
を
提
供
す

る
視
点
に
立
つ
一
方
、
元
旦
は
海
岸
線
を
中
心
と
す
る
具
体
的
な
地
形
や
難
所
な
ど
の
情

報
を
視
覚
的
に
提
供
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
寛
政
四
年
と
同
一
一
年
の
幕
府
の
動
向
に

目
を
向
け
る
と
、
寛
政
四
年
の
時
点
で
蝦
夷
地
は
未
だ
松
前
藩
が
ア
イ
ヌ
と
の
交
易
権
を

有
し
事
実
上
支
配
し
て
い
た
も
の
の
、
幕
府
は
「
御
救
貿
易
」
と
し
て
ア
イ
ヌ
と
の
交
易

を
宗
谷
と
石
狩
で
試
み
、
同
時
に
千
島
、
樺
太
の
調
査
も
行
っ
て
辺
境
の
情
報
を
収
集
し

て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
豊
章
が
描
い
た
各
地
の
沿
岸
の
地
形
や
特
徴
を
海
の
側
か
ら
示

し
た
海
路
図
は
、
磁
針
の
方
位
を
頼
り
に
沿
岸
を
目
視
し
つ
つ
航
行
す
る
の
が
普
通
で
あ

っ
た
当
時
、
幕
府
の
貿
易
船
や
調
査
船
の
便
宜
と
安
全
の
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
一
方
、
直
轄
の
決
ま
っ
た
寛
政
一
一
年
に
は
、
天
文
観
測
に
よ
り
方
位
を
定

め
て
外
洋
を
航
海
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
同
年
に
蝦
夷
地
取
締
御
用
掛

に
命
じ
ら
れ
た
羽
太
正
養
は
「
蝦
夷
の
地
は
盡
く
嶮
岨
に
し
て
通
路
自
在
な
ら
ず
、
所
と

し
て
は
人
蹟
を
絶
え
、
其
海
岸
搔
送
り
舟
を
も
つ
て
漸
々
に
通
路
を
な
す
と
い
へ
ど
も
、

風
順
よ
か
ら
ざ
れ
ば
舟
行
の
道
を
た
ち
、
徒
に
風
を
待
て
日
を
送
る
。
か
く
て
は
事
あ
ら

ん
時
急
を
告
る
に
妨
あ
り
、
亦
常
に
往
来
の
煩
ひ
な
れ
ば
、
こ
と

ぐ
く
道
を
開
て
通
路

を
つ
け
、
往
来
の
煩
な
か
ら
し
め
、
又
数
理
の
間
旅
宿
な
け
れ
ば
、
旅
行
の
も
の
野
宿
の

労
に
た
え
ず
、
前
に
い
ふ
所
の
官
舎
を
建
て
旅
宿
と
せ
ん
。
先
是
等
の
数
事
を
さ
し
あ
た

る
所
の
急
務
と
し
て
手
を
下
さ
む
。」（
１４
）
と
道
路
の
開
削
と
官
舎
の
建
造
を
第
一
と
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
元
旦
が
描
く
難
所
を
中
心
と
す
る
陸
地
の
視
覚
情
報
を
提

供
す
る
風
景
写
生
図
は
、
新
道
の
開
拓
整
備
と
い
っ
た
幕
府
の
政
策
を
反
映
し
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
用
途
に
供
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
図
画
―
器
物

⑦
『
蝦
夷
器
具
図
式
』（
一
冊
、
個
人
蔵
）【
自
筆
】

　

紙
本
墨
画
淡
彩
、
三
六
丁
。
タ
テ
二
八
・
四
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
二
〇
・
七
セ
ン
チ
。
多
く

の
写
本
が
存
在
し
、
写
し
を
重
ね
る
段
階
で
正
確
性
を
欠
い
た
描
写
と
な
っ
て
い
る
も
の

も
あ
る
中
で
、
鳥
取
県
内
の
個
人
が
所
有
す
る
も
の
が
対
象
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
こ
と

か
ら
自
筆
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』（
一
冊
）
と
と
も
に

伝
え
ら
れ
て
お
り
、両
図
式
は
安
達
美
術
よ
り
複
製
が
出
版
さ
れ
て
い
る
（
１５
）。
家
屋
、舟
、

橋
な
ど
の
建
造
物
か
ら
、
漁
具
や
燭
台
、
食
器
な
ど
の
生
活
道
具
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
器
具
が
一
三
六
図
収
め
ら
れ
て
い
る
が
（【
図
19
〜
21
】）、
一
図
の
み
器
具
に
は
含

ま
れ
な
い
図
柄
（「
釣
夫
」【
図
22
】）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
道
具
の
種
類
別
に

分
類
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
図
（
一
〇
五
件
）
に
は
日
本
語
で
名
称
が
記
さ
れ
、
部

分
的
に
ア
イ
ヌ
の
方
言
や
用
途
な
ど
の
傍
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
漁
具
な
ど
の
仕
様
の

詳
細
や
檻
の
中
の
熊
や
鷹
の
姿
な
ど
を
巧
み
に
描
写
し
て
い
る
が
、
筆
致
は
概
し
て
簡
略

で
、
大
刀
図
な
ど
は
鞘
の
文
様
を
部
分
的
に
描
く
な
ど
、
省
略
も
見
ら
れ
る
。

⑧
『
蝦
夷
器
具
図
巻
』（
一
巻
、
北
海
道
立
近
代
美
術
館
蔵
）【
自
筆
】

　

先
の『
蝦
夷
山
水
図
巻
』と
一
揃
い
の
図
巻
で
あ
る
。紙
本
著
色
。タ
テ
二
五
・
五
セ
ン
チ
、

ヨ
コ
は
二
一
八
二
・
〇
セ
ン
チ
と
長
く
継
い
だ
紙
に
、
家
屋
や
橋
、
舟
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
器
物
が
一
二
〇
件
配
置
さ
れ
、
各
図
に
は
日
本
語
で
名
が
記
さ
れ
た
赤
い
付
箋
が
貼

ら
れ
て
い
る
（【
図
23
】）。
題
箋
に
は
「
蝦
夷
器
物
屋
宇
圖
全
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
燧
火
」
の
一
図
以
外
の
一
一
九
図
は
『
蝦
夷
器
具
図
式
』
に
同
図
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。『
蝦
夷
器
具
図
式
』
で
は
異
な
る
頁
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
同
種

の
器
物
が
分
類
整
理
さ
れ
、
器
具
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
「
釣
夫
」
が
除
か
れ
て
い
る
ほ

か
、
一
部
し
か
描
か
れ
な
か
っ
た
文
様
が
全
面
に
描
き
込
ま
れ
、
胡
粉
に
よ
る
彩
色
も
加

え
ら
れ
て
い
る
（【
図
24
】）。
題
箋
の
文
字
は
謹
直
で
、
各
器
物
の
描
写
も
丁
寧
か
つ
慎

重
な
筆
運
び
と
な
っ
て
お
り
（【
図
25
】）、『
蝦
夷
器
具
図
式
』
を
も
と
に
浄
写
し
た
も
の

と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
の
二
種
が
、
元
旦
が
手
が
け
た
器
物
を
主
題
と
し
た
作
例
で
あ
る
。
元
旦
以
前
に

蝦
夷
の
器
物
を
ま
と
め
て
描
い
た
作
と
し
て
は
、
小
林
豊
章
の
『
蝦
夷
カ
ラ
フ
ト
サ
ン
タ

ン
打
込
図
』（
四
巻
、
寛
政
四
年
、
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の
第
三
巻
が
あ
り
、

こ
こ
で
は
石
狩
の
木
造
舟
、宗
谷
と
樺
太
に
て
写
生
し
た
煙
草
入
れ
や
酒
箸
な
ど
の
器
物
、

そ
し
て
「
サ
ン
タ
ン
人
道
具
類
」
と
し
て
笠
や
刀
・
鍋
な
ど
、
計
六
三
種
の
器
物
が
描
か

れ
て
い
る
。
元
旦
と
豊
章
の
間
に
直
接
的
な
図
様
の
転
用
は
み
ら
れ
な
い
が
、
両
者
が
写

し
取
っ
た
器
物
の
種
類
は
一
致
す
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
は
恐
ら
く
両
者
と
も
そ
の
土
地

で
目
に
し
た
器
具
類
を
可
能
な
限
り
写
し
取
ろ
う
と
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。ま
た
豊
章
は
、

樺
太
で
の
写
生
と
し
て
生
活
器
具
だ
け
で
な
く
、
蝦
夷
錦
の
帯
や
玉
な
ど
主
要
な
山
丹
交

易
の
品
々
を
多
く
収
め
、
特
に
玉
石
を
描
い
た
も
の
に
は
発
色
豊
か
な
岩
絵
具
を
用
い
る

な
ど
大
変
丁
寧
に
描
い
て
お
り
、
寛
政
四
年
当
時
、「
御
救
貿
易
」
を
行
っ
て
い
た
幕
府

が
交
易
品
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
の
元
旦
の
器
物
写
生

図
に
は
、
そ
の
よ
う
な
交
易
品
と
な
り
そ
う
な
器
物
は
見
当
た
ら
ず
、
基
本
的
に
一
種
類
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【図19】『蝦夷器具図式』「居家」、「廩」、「畜熊兒図」
（個人蔵）

【図21】『蝦夷器具図式』「大刀図」、「鍔」
（個人蔵）

【図20】『蝦夷器具図式』「魚又図」、「釣具」
（個人蔵）

【図22】『蝦夷器具図式』「釣夫」
（個人蔵）

【図23】『蝦夷器具図巻』「居家」、「廩」、「畜熊兒図」、「畜雛鷲図」（北海道立近代美術館蔵）
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一
点
ず
つ
、
東
蝦
夷
地
に
住
む
ア

イ
ヌ
の
生
活
に
根
ざ
し
た
器
物
類

を
、
釣
具
類
、
機
織
道
具
類
、
刀

剣
類
等
、
大
ま
か
に
分
類
分
け
を

行
い
な
が
ら
幅
広
く
所
収
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

（
四
）
図
画
―
風
俗

⑨
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』（
一
冊
、

個
人
蔵
）【
自
筆
】

　

紙
本
墨
画
淡
彩
、
一
九
丁
。
タ

テ
二
八
・
四
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
二
〇
・

七
セ
ン
チ
と
『
蝦
夷
器
具
図
式
』

と
同
寸
で
あ
り
、
と
も
に
鳥
取
県

内
の
個
人
が
所
蔵
す
る
。

　

機
織
り
を
す
る
女
性
や
狩
猟
を

す
る
男
性
、
子
供
た
ち
が
遊
ぶ
様

子
な
ど
七
一
名
に
の
ぼ
る
人
物
が

描
か
れ
（
１６
）、
ア
イ
ヌ
の
暮
ら
し

の
ほ
か
、
舞
や
三
日
打
と
い
う
儀

礼
や
慣
習
な
ど
も
写
し
取
っ
て
い

る
。
人
物
の
描
写
は
、
細
く
流
麗

な
墨
筆
で
輪
郭
を
形
作
っ
て
淡
彩

を
施
し
、
衣
文
線
に
沿
っ
て
薄
墨

を
刷
き
立
体
感
を
出
す
な
ど
、
丁

寧
で
動
き
の
あ
る
筆
運
び
と
な
っ

て
い
る
。

　
『
元
旦
日
記
』
中
の
「
予
を
見

て
あ
ぐ
ら
を
か
き
、
手
を
二
三
度

上
へ
上
る
。
土
人
に
聞
ば
、
蝦
夷

の
礼
な
り
と
い
ふ
。」（
五
月
五

日
）
と
い
う
内
容
に
合
致
す
る
「
蝦
夷
人
拝
儀
図
」（【
図
26
】）
や
、「
酒
を
与
ふ
れ
ば
よ

ろ
こ
び
、
一
人
仰
で
臥
し
謡
ひ
出
し
、
胸
を
叩
て
、
弐
人
は
薪
に
て
拍
子
を
と
る
。」（
五

月
九
日
）
と
い
う
記
述
を
想
起
さ
せ
る
「
夷
人
戯
舞
図
」（【
図
27
】）
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
『
元
旦
日
記
』
か
ら
は
、
元
旦
が
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
木
の
葉
を
的
に
し
て
射
を
競
う
遊

び
を
行
っ
た
り
（
六
月
二
日
）、
童
子
に
薬
草
を
採
取
す
る
よ
う
頼
ん
だ
り
（
七
月
一
五

日
）、
道
中
で
童
子
か
ら
水
を
与
え
て
も
ら
う
（
七
月
一
八
日
）
な
ど
、
ア
イ
ヌ
の
人
々

と
親
し
く
接
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
こ
と
か
ら
、「
蝦
夷
人
観
猟
図
」（【
図
28
】）

や
「
蝦
夷
童
子
遊
戯
図
」（【
図
29
】）
な
ど
も
、
こ
う
し
た
交
流
の
中
で
実
際
に
目
に
し

た
光
景
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
約
四
ヶ
月
と
い
う
移
動
し
な
が
ら
の
短
期
的
な
滞
在
で

元
旦
が
見
聞
で
き
た
ア
イ
ヌ
の
風
俗
に
は
限
り
が
あ
り
、
た
と
え
ば
幕
府
の
命
で
何
度
も

蝦
夷
に
渡
り
、
測
量
や
農
業
・
漁
業
の
指
導
等
を
行
っ
た
村
上
島
之
允
（
一
七
六
〇
〜
一

八
〇
八
）
の
著
作
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
ア
イ
ヌ
の
文
化
に
対
す
る
深
い
洞
察
は
見
ら
れ
な

い
（
１７
）。
し
か
し
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』
に
は
、ア
イ
ヌ
文
化
に
特
徴
的
な
儀
礼
だ
け
で
な
く
、

ご
飯
を
食
べ
る
姿
や
、
座
談
し
な
が
ら
煙
草
を
回
し
喫
み
し
て
い
る
様
子
、
子
ど
も
の
遊

び
な
ど
、
何
気
な
い
日
常
生
活
も
描
か
れ
て
お
り
、
滞
在
中
に
出
会
っ
た
ア
イ
ヌ
の
人
々

を
普
段
の
生
活
も
含
め
て
筆
の
許
す
限
り
余
す
と
こ
ろ
な
く
記
録
し
よ
う
と
す
る
元
旦
の

姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

⑩
『
蝦
夷
国
風
図
式
』【
写
本
】

　

自
筆
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
（
１８
）、
多
数
の
写
本
が
あ
り
、
丁
数
は
一
五
〜
一
六

丁
と
な
っ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
や
そ
の
住
居
な
ど
の
ほ
か
、
海
に
面
し
た
険
峻
な
岩

肌
を
調
査
隊
が
蜘
蛛
の
よ
う
に
這
い
蹲
っ
て
渡
る
様
子
な
ど
一
五
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

各
図
の
タ
イ
ト
ル
は
次
の
と
お
り
（
１９
）（
題
名
の
な
い
も
の
は
便
宜
的
に
設
定
し
、
括
弧

内
に
記
し
た
）。

　
　

 

一
、「
蝦
夷
人
乙
名
之
図
」〈【
図
30
】〉　

二
、（
ア
イ
ヌ
の
女
性
と
子
ど
も
の
図
）　

三
、

「
イ
ル
カ
ノ
魚
ヲ
喰
」
図　

四
、（
蝦
夷
人
家
山
海
図
）　

五
、「
運
上
屋
之
図
」　

六
、

「
蝦
夷
人
家
図
」　

七
、「
先
年
飛
騨
屋
久
兵
衛
請
負
場
騒
動
之
跡
」
図　

八
、「
蝦
夷

船
ニ
テ
渡
海
ノ
図
」　

九
、「
蝦
夷
地
往
返
難
場
図
」〈【
図
31
】〉　

一
〇
、「
廻
島
ノ

砌
野
宿
ノ
図
」　

一
一
、「
念
佛
坂
難
所
之
図
」　

一
二
、「
同
前
図
」　

一
三
、「
同
前

図
」　

一
四
、「
同
前
難
所
ト
モ
ヅ
ク
シ
之
図
」　

一
五
、「
同
前
図
」

　

本
書
に
題
名
は
つ
い
て
い
な
い
が
、
ア
イ
ヌ
の
風
俗
や
様
々
な
風
景
の
中
の
人
々
が
捉

え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
便
宜
上
『
蝦
夷
国
風
図
式
』
と
し
た
。
こ
の
『
蝦
夷
国

【図24】『蝦夷器具図巻』「 刀」〈部分〉
（北海道立近代美術館蔵）

【図25】『蝦夷器具図巻』「烟管服」、「烟草筥」
（北海道立近代美術館蔵）
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【図26】『蝦夷風俗図式』「蝦夷人拝儀図」（個人蔵）

【図28】『蝦夷風俗図式』「蝦夷人観猟図」（個人蔵）

【図30】『蝦夷国風図式』
「蝦夷人乙名之図」（アイヌ民族博物館蔵）

【図27】『蝦夷風俗図式』「夷人戯舞図」（個人蔵）

【図29】『蝦夷風俗図式』「蝦夷童子遊戯図」（個人蔵）

【図31】『蝦夷国風図式』
「蝦夷地往返難場図」（アイヌ民族博物館蔵）
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風
図
式
』
は
多
く
の
場
合
、
先
の
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』・『
蝦
夷
器
具
図
式
』
と
と
も
に
合

本
さ
れ
て
お
り
、
大
塚
和
義
氏
が
こ
れ
を
「『
圖
式
』
三
部
作
と
し
て
位
置
づ
け
」
た
い

と
し
て
い
る
と
お
り
（
２０
）、
ま
さ
し
く
当
初
は
こ
の
『
蝦
夷
国
風
図
式
』
も
風
俗
・
器
具

両
図
式
と
と
も
に
組
と
し
て
揃
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⑪
『
毛
夷
武
餘
嶌
図
』（
一
幅
、
個
人
蔵
）【
自
筆
】（【
図
32
】）

　

海
に
面
し
て
奇
岩
が
そ
び
え
立
つ
蝦
夷
の
海
岸
風
景
を
舞
台
に
、
六
人
の
ア
イ
ヌ
の

人
々
を
老
若
男
女
取
り
混
ぜ
て
配
置
し
た
風
俗
画
。
絹
本
着
色
、
タ
テ
五
五
・
〇
×
ヨ
コ

八
七
・
五
セ
ン
チ
。
画
中
に
は
「
毛
夷
武
餘
嶌
圖　

庚
申
夏
月
寫
於
小
蕉
林
」
と
記
さ
れ
、

寛
政
一
二
年
、
蝦
夷
地
調
査
の
翌
年
の
夏
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

蝦
夷
地
調
査
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の
図
画
資
料
を
残
し
て
い
る
元
旦
で
あ
る
が
、
鑑
賞

絵
画
と
し
て
は
本
作
が
唯
一
の
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
描
か
れ
た
人
物
の
衣
服
や
器
物
な

ど
に
つ
い
て
は
大
塚
氏
論
考
に
詳
し
く
（
２１
）、「
武
餘
嶌
」
が
「
冬
島
」（
北
海
道
日
高
支

庁
南
部
）
を
指
す
こ
と
、
本
作
は
蝦
夷
地
の
真
景
図
の
最
初
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
人
物

の
配
置
や
構
成
は
元
旦
の
創
作
で
は
な
く
円
山
応
挙
の
「
四
条
河
原
納
涼
図
」
か
ら
引
用

し
て
い
る
こ
と
が
新
明
英
仁
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
２２
）。
書
き
入
れ
に
あ
る
「
小

蕉
林
」
が
ど
こ
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
作
と
同
じ
年
の
夏
に
文
晁
門
人
の
亜
欧

堂
田
善
に
よ
っ
て
『
海
浜
ア
イ
ヌ
図
』
が
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
作
の
制
作
背
景

を
考
え
る
上
で
何
ら
か
の
手
が
か
り
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
五
）
図
画
―
動
植
物

　

元
旦
が
動
植
物
を
描
い
た
資
料
は
、
先
に
み
た
『
元
旦
日
記
』
中
の
植
物
二
図
し
か
見

当
た
ら
な
い
が
、
同
日
記
中
に
は
、
た
と
え
ば
「〔
土
岐
〕
新
甫
生
、
花
を
持
来
り
、
予

に
写
生
せ
ん
事
を
乞
ふ
。
因
て
其
花
を
う
つ
し
、
深
更
に
い
た
り
寝
ぬ
。」（
四
月
二
八

日
）
と
あ
り
、
ま
た
「
夜
に
い
た
り
花
蘭
を
写
生
す
。」（
同
月
晦
日
）、「
網
に
て
取
し
魚
、

ほ
し
か
れ
い
、
石
も
ち
の
類
、
并
磯
貝
、
大
蛤
、
ほ
つ
き
貝
、
ほ
た
て
貝
な
ど
種
々
写
生

す
。」（
五
月
三
日
）、「
此
日
採
薬
し
、
草
木
の
花
、
五
六
品
写
生
す
。」（
同
一
七
日
）
な

ど
、
植
物
や
海
産
物
な
ど
を
写
生
し
て
い
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
渋
江
〔
長

伯
〕
子
は
山
に
出
て
採
薬
す
。
予
、
旅
館
に
留
主
す
。
終
日
、
草
木
を
写
生
す
。」（
六
月

四
日
）、「
白
抜
に
て
逗
留
し
終
日
草
木
の
類
を
写
生
す
。」（
六
月
二
一
日
）、「
土
岐
〔
新

甫
〕
生
、野
辺
に
出
、採
薬
し
帰
る
。
予
に
写
さ
ん
事
を
は
か
る
。」（
七
月
二
九
日
）
な
ど
、

長
伯
や
新
甫
な
ど
採
薬
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
収
集
し
た
草
木
類
を
、
同
所
に
逗
留
中
に
ま
と

め
て
写
生
す
る
と
い
う
分
業
体
制
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
（
２３
）。
寛
政
一
一

年
の
採
薬
隊
の
調
査
成
果
は
、
腊
葉
標
本
と
し
て
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
と
北
海
道

大
学
総
合
博
物
館
に
膨
大
な
数
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
写
生
図
と
し
て
は
『
蝦
夷
草
木
写

真
』
と
い
う
図
鑑
の
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、本
資
料
の
詳
細
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

⑫
『
蝦
夷
草
木
写
真
』（
一
冊
）【
写
本
】

　

植
物
を
中
心
に
貝
類
や
虫
獣
類
も
含
ま
れ
た
二
五
四
丁
か
ら
な
る
大
部
の
図
鑑
。
渋
江

長
伯
の
著
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
著
者
名
お
よ
び
成
立
年
の
記
載
は
な
い
。
彩
色
の
写
生

図
に
名
称
が
書
き
込
ま
れ
（【
図
33
】）、
所
々
に
採
取
地
や
採
取
月
日
が
記
さ
れ
て
お
り
、

寛
政
一
一
年
の
元
旦
ら
採
薬
隊
の
足
取
り
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
採
取
の
成
果

で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。『
元
旦
日
記
』
か
ら
元
旦
が
多
く
の
植
物
等
を
写
生
し

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
ま
と
ま
っ
た
写
生
図
が
見
当
た
ら
な
い
現

在
、『
蝦
夷
草
木
写
真
』
に
元
旦
の
ス
ケ
ッ
チ
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
補
う
た
め
に
、
描
法
等
か
ら
筆
者
の
特
定
を
試
み
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本

図
鑑
は
管
見
の
限
り
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
の
写

本
し
か
な
く
（
２４
）、
元
の
図
の
線
描
や
彩
色
に
つ
い
て
う
か
が
う
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、

元
旦
の
植
物
写
生
図
は
他
に
例
を
知
ら
な
い
た
め
比
較
で
き
ず
、
た
だ
、
明
治
時
代
に
植

物
学
者
の
宮
部
金
吾
氏
に
よ
っ
て
学
名
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
図
は
植

物
図
譜
と
し
て
対
象
を
的
確
に
捉
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
ま
と
め

　

以
上
、
元
旦
の
蝦
夷
に
関
す
る
成
果
資
料
を
主
題
ご
と
に
紹
介
し
て
き
た
が
、
中
で
も

『
元
旦
日
記
』、『
蝦
夷
釈
名
』
の
二
種
の
著
書
と
、『
蝦
夷
器
具
図
式
』、『
蝦
夷
風
俗
図

式
』、『
蝦
夷
国
風
図
式
』
の
三
種
の
図
画
資
料
、
計
五
種
は
い
ず
れ
も
複
数
の
写
本
が
あ

り
、
と
も
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
管
見
の
範
囲
で
比
較
的
成
立
時
期
が
古
く

原
本
に
近
い
状
態
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
ま
と
め
る
と
【
表
2
】
の
よ
う

に
な
る
（
２５
）。
○
印
の
中
の
番
号
は
、
各
種
の
合
冊
の
順
番
（
番
号
が
振
っ
て
あ
る
場
合

は
そ
の
順
番
）
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
自
筆
本
と
確
認
で
き
る
の
は
（
ア
）
の
み

で
あ
る
が
、（
イ
）
の
東
京
都
立
中
央
図
書
館
本
と
（
ク
）
の
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
本
は
、

描
か
れ
た
も
の
の
大
き
さ
や
配
置
な
ど
が
自
筆
本
と
ぴ
っ
た
り
同
じ
で
あ
り
、
さ
ら
に
薄

い
紙
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
自
筆
本
を
敷
き
写
し
た
、
か
な
り
初
期
段
階
で
の
写
本

と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
五
種
が
、
当
初
か
ら
組
で
あ
っ
た
も
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【図34】『見聞略草稿』（鳥取県立博物館蔵）

【図33】『蝦夷草木写真』（国立国会図書館蔵）

【図32】『毛夷武餘嶌図』（個人蔵）
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の
か
、
後
に
合
本
さ
れ
た
か
は
不
明
な
が
ら
、
も
っ
と
も
体
裁
が
整
い
内
容
の
揃
っ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
元
旦
の
蝦
夷
地
調
査
に
関
す
る
資
料
全
体
を
一
覧
に
す
る
と
【
表
3
】
の
よ
う
に

な
る
。【
表
3
】
に
は
元
旦
と
前
後
し
て
幕
府
の
命
で
蝦
夷
へ
派
遣
さ
れ
た
小
林
豊
章
と

村
上
島
之
允
の
主
要
な
著
作
一
覧
を
加
え
た
が
、
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
元
旦
の
蝦
夷

地
滞
在
期
間
は
約
四
ヶ
月
と
短
期
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
に
多
種
多
様
な
資
料
を

残
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
章　

文
章
と
図
画
の
照
合

　

前
章
で
は
、
現
在
に
伝
わ
る
元
旦
の
著
書
及
び
図
画
資
料
を
挙
げ
、
そ
の
内
容
を
紹
介
、

整
理
し
て
き
た
。
本
章
で
は
そ
れ
ら
を
、『
元
旦
日
記
』
中
に
元
旦
が
記
述
し
た
写
生
品

目
の
内
容
や
数
量
と
照
合
さ
せ
、
制
作
当
時
の
資
料
が
現
在
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、

ど
の
程
度
残
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。

　
『
元
旦
日
記
』
冒
頭
に
は
、「
予
亦
図
画
の
事
に
役
せ
ら
れ
、
そ
の
国
風
、
人
物
、
山
水
、

器
用
、
産
物
等
を
う
つ
し
き
。」
と
あ
り
、
末
尾
は
こ
う
締
め
く
く
ら
れ
る
。

写
し
来
り
し
品
、
草
木
三
百
種
、
海
品
十
七
種
、
蝦
夷
大
概
奇
勝
図
百
十
六
景
、
奥

羽
勝
景
、
百
獣
十
三
禽
三
十
一
品
、
貝
類
三
十
品
、
器
物
百
十
、
人
物
七
拾
弐
様
、

都
合
八
百
三
十
一
品
。蝦
夷
行
の
談
柄
を
な
す
の
み
。日
数
、都
合
百
八
十
一
日
な
り
。

　

こ
れ
に
よ
り
元
旦
は
、
草
木
と
風
景
の
写
生
を
中
心
に
、
計
八
〇
〇
を
超
す
膨
大
な
数

の
写
生
図
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
こ
の
『
元
旦
日
記
』
末
尾
の
写
生

品
目
の
記
述
は
、写
本
に
よ
っ
て
語
句
や
数
字
に
若
干
の
異
同
が
あ
り
（「
海
品
」
か
「
海

草
」
か
な
ど
）、記
述
を
省
略
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
特
に
、「
奥
羽
勝
景
」
の
後
の
「
百
」

は
勝
景
の
数
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
百
獣
」
と
続
け
て
表
記
さ
れ
て
い
た
り
、
合

計
の
品
数
が
八
三
一
品
と
八
一
三
品
の
二
種
類
が
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
の
中
で
本
稿
で
拠

り
所
と
し
た
い
の
は
、
鳥
取
藩
士
岡
江
洞
江
斎
景
貞
（
生
没
年
不
詳
）
が
纂
集
し
、
門
人

の
岡
嶋
正
義
（
一
七
八
四
〜
一
八
五
八
）
が
補
っ
た
『
増
補　

異
説
見
聞
略
草
稿
』（
以
下
、

『
見
聞
略
草
稿
』。
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
）
中
の
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
る
（【
図
34
】、
句
読
点
筆
者
）。

　
　

今
按
、
御
当
家
の
定
府
嶋
田
図
書
忰
末
之
丞
事
、
未

　
　

養
家
に
不
来
し
内
、
丹
青
の
道
に
精
敷
人
な
れ
ば
此
度

　
　

写
生
に
選
れ
て
一
行
す
。
其
旅
中
の
筆
稿
あ
り
。

　
　

元
旦
紀
行
と
題
す
。（
中
略
）

　
　
　

此
時
に
写
し
来
れ
る
品
如
左

　
　

草
木 

三
百
種　

 

海
草 

十
七
種　

 

蝦
夷
大
概
奇
勝
図 

百
十
六
景

　
　

奥
羽
勝
景 

百　

 

獣 

十
三　

 

禽 

三
十
一
品　

 

貝
類 

三
十
品

　
　

器
物 
百
十　

 

人
物 

七
十
二
様

　
　
　

都
合
八
百
十
三
種
也

　
　

今
按
、
蝦
夷
勝
景
奥
羽
勝
景
共
ニ
六
大
軸
、
並
人
物

　
　

器
物
の
四
品
ハ
嶋
田
家
ニ
伝
り
て
、
什
寶
と
成
れ
り
。

　
　

其
他
ハ
幕
府
に
出
し
て
終
に
御
返
し
無
り
し
由
、

【表２】
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【表３】

　
　

そ
の
草
も
遺
ら
ざ
り
し
事
、
可
惜
。

　

元
旦
は
蝦
夷
地
調
査
後
の
二
年
後
に
、
鳥
取
藩
の
江
戸
留
守
居
役
・
島
田
図
書
の
養
子

と
な
っ
て
お
り
、
通
称
を
末
之
丞
と
い
っ
た
。「
草
木
」
以
下
「
都
合
八
百
十
三
種
也
」

ま
で
の
品
目
の
記
述
は
、
語
句
の
並
び
が
『
元
旦
日
記
』
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

こ
か
ら
の
抜
粋
と
考
え
ら
れ
（
２６
）、
併
せ
て
島
田
家
に
伝
わ
る
品
を
記
す
な
ど
著
者
が
同

家
と
直
接
的
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
と
察
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
品
目
の
記
載
は
、

よ
り
『
元
旦
日
記
』
の
原
本
に
近
い
情
報
を
も
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て

こ
こ
か
ら
は
、『
見
聞
略
草
稿
』
に
記
さ
れ
た
『
元
旦
日
記
』
の
記
述
を
基
に
、
前
章
で

み
た
元
旦
の
執
筆
物
を
振
り
分
け
て
み
た
い
。
比
定
さ
れ
る
資
料
を
ま
と
め
る
と【
表
４
】

の
よ
う
に
な
る
。

　

ま
ず
、
第
一
章
で
紹
介
し
て
き
た
資
料
の
中
で
、『
元
旦
日
記
』
に
記
す
「
蝦
夷
大
概

奇
勝
図
」
一
一
六
景
に
該
当
す
る
の
は
、
蝦
夷
の
風
景
を
描
い
た
『
画
稿
』、『
蝦
夷
山
水

図
巻
』、『
蝦
夷
地
真
景
図
巻
』
の
三
種
で
あ
る
。
し
か
し
『
蝦
夷
山
水
図
巻
』
な
ら
び
に

『
蝦
夷
地
真
景
図
巻
』
の
計
八
〇
図
の
多
く
は
『
画
稿
』
か
ら
一
部
を
抜
き
出
し
て
浄
写

し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
『
画
稿
』（
一
四
〇
図
、
蝦
夷
地
風
景
の
み
で
あ
れ

ば
一
三
八
図
）
を
指
す
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
奥
羽
勝
景
」
図
は
『
画

稿
』
の
巻
末
二
図
以
外
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
谷
文
晁
奥
羽
游
歴
写
生
模
本
』（
五

二
図
）
の
原
本
が
該
当
す
る
可
能
性
が
高
く
、
岩
手
県
北
部
か
ら
青
森
県
に
か
け
て
の
写

生
図
が
二
図
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
あ
と
五
〇
図
近
い
数
の
風
景
写
生

図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
『
見
聞
略
草
稿
』
に
は
「
蝦
夷
勝

景
奥
羽
勝
景
共
ニ
六
大
軸
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
画
稿
』
の
三
巻
以
外
に
残
り
三
巻
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。『
見
聞
略
草
稿
』
の
聞
き
書
き
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
正
墻
適
処

に
よ
る
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
序
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
は
こ
の
六
大
軸

と
併
せ
て
「
人
物
器
物
の
四
品
」
が
島
田
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
２７
）。

　

次
に
、『
元
旦
日
記
』
中
の
「
器
物
百
十
、
人
物
七
十
二
様
」
は
、『
見
聞
略
草
稿
』
の

「
人
物
器
物
の
四
品
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
ま
ず
、『
蝦

夷
風
俗
図
式
』
と
『
蝦
夷
器
具
図
式
』
の
二
冊
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
蝦
夷
国
風
図
式
』
は
、

厳
密
に
は
人
物
・
器
物
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
ア
イ
ヌ
の
男
女
・
子

ど
も
や
室
内
に
置
か
れ
た
器
物
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
物
・
器
物
図
の
ひ

と
つ
で
あ
る
可
能
性
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
こ
う
し
て
四
品
の
う
ち
三
品
が
揃
っ
た
こ

と
と
な
り
、
残
る
も
う
一
品
の
発
見
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
三
品
の

写
本
が
多
く
流
布
し
、【
表
２
】
で
み
た
よ
う
に
全
五
種
で
も
っ
と
も
揃
っ
た
形
態
で
あ
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【表４】

る
た
め
、こ
の
五
種
以
外
に
新
た
に
加
わ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、【
表
２
】
の
（
イ
）・

（
オ
）・（
カ
）・（
キ
）
に
み
る
よ
う
に
、『
蝦
夷
釈
名
』
が
『
元
旦
日
記
』
と
は
離
れ
図
式

三
種
と
合
本
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
人
物
器
物
の
四
品
」
の
残
り
一
品
は
『
蝦
夷
釈
名
』

で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、『
蝦
夷
風
俗
図
式
』（
一
九
丁
）
や

『
蝦
夷
国
風
図
式
』（
一
五
〜
一
六
丁
）に
較
べ
丁
数
が
倍
ほ
ど
あ
る『
蝦
夷
器
具
図
式
』（
三

一
六
丁
）
が
二
冊
本
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
、
草
木
・
海
草
・
貝
類
・
禽
獣
は
、
第
一
章
に
て
『
蝦
夷
草
木
写
真
』
が
該
当

す
る
可
能
性
を
考
え
た
が
、『
元
旦
日
記
』
に
よ
る
と
草
木
写
生
図
数
は
三
百
種
に
の
ぼ

る
と
記
さ
れ
、『
蝦
夷
草
木
写
真
』
に
も
二
九
一
種
の
草
木
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ

合
致
す
る
。
ま
た
草
木
以
外
で
は
、『
元
旦
日
記
』
に
て
海
草
一
七
種
と
記
さ
れ
る
の
に

対
し
『
蝦
夷
草
木
写
真
』
で
は
一
八
種
、
貝
類
三
〇
品
に
対
し
三
二
種
（
貝
、
ヒ
ト
デ
、

甲
殻
類
）
と
ほ
ぼ
数
量
が
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
獣
十
三
種
」
が
示
す
動
物
は
な
く
、

「
禽
三
十
一
品
」
に
当
て
は
ま
る
鳥
類
も
一
種
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
代
わ
り
に
『
蝦
夷

草
木
写
真
』
で
は
虫
一
二
種
と
魚
類
一
一
種
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
元
旦
日
記
』
の
記

述
と
『
蝦
夷
草
木
写
真
』
の
内
容
及
び
数
量
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

特
に
草
木
や
海
草
、
貝
類
に
つ
い
て
数
量
が
近
似
す
る
こ
と
は
、
元
旦
の
道
中
で
の
ス
ケ

ッ
チ
が
、
こ
の
『
蝦
夷
草
木
写
真
』
に
活
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
高
め
て
く
れ
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
『
見
聞
略
草
稿
』
を
文
面
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
勝
景
図
と
人
物
・
器
物
図
以

外
の
写
生
図
、
す
な
わ
ち
草
木
、
海
草
、
獣
、
禽
、
貝
類
は
幕
府
に
提
出
し
、
島
田
家
に

は
そ
の
草
稿
も
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。こ
の
こ
と
は
、『
蝦
夷
草
木
写
真
』

の
写
本
が
少
な
い
こ
と
と
も
齟
齬
を
来
た
さ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、『
元
旦
日
記
』
の
記
述
と
現
在
に
伝
わ
る
資
料
の
内

容
は
ほ
ぼ
合
致
し
、
数
量
の
面
で
は
ど
の
よ
う
に
数
え
る
か
等
で
数
字
が
増
減
す
る
も
の

の
、
ほ
と
ん
ど
の
品
目
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち

元
旦
の
蝦
夷
地
調
査
の
成
果
は
、
写
本
の
か
た
ち
で
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
め

れ
ば
、
お
お
よ
そ
今
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
蝦
夷
と
奥
羽
の
風
景
・
人
物
・
器
物
・
草
木
・

魚
介
類
と
禽
獣
（
も
し
く
は
虫
魚
）
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
数
量
の

点
か
ら
は
、「
奥
羽
勝
景
」に
欠
失
し
て
い
る
部
分
が
五
〇
図
ほ
ど
あ
る
こ
と
も
推
定
さ
れ
、

写
本
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
『
元
旦
日
記
』
や
『
蝦
夷
草
木
写
真
』
な
ど
と
と
も
に
原
本
（
自

筆
本
）
の
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。
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第
三
章　

蝦
夷
地
調
査
の
成
果
の
特
徴
と
そ
の
要
因
〜
青
年
期
の
状
況
か
ら

　

以
上
、
第
一
章
で
元
旦
の
蝦
夷
地
調
査
に
お
け
る
成
果
資
料
一
二
種
を
紹
介
、
整
理
し
、

第
二
章
に
て
そ
れ
ら
を
『
元
旦
日
記
』
中
の
記
述
と
対
照
さ
せ
て
全
体
像
の
把
握
に
努
め
、

当
時
元
旦
が
手
が
け
た
も
の
は
写
本
で
し
か
遺
っ
て
い
な
い
も
の
も
含
め
れ
ば
ほ
ぼ
今
に

伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
最
後
に
第
三
章
に
お
い
て
、
当
時
の
元
旦
の
状
況
を

鑑
み
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
み
る
特
徴
の
生
成
要
因
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
文
晁
の
弟
と
し
て

　

は
じ
め
に
、
元
旦
が
生
ま
れ
た
谷
家
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

元
旦
の
父
・
麓
谷
は
田
安
家
の
家
臣
で
、
漢
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
文
晁
は
も

と
よ
り
姉
・
舜
英
や
紅
蘭
、
文
晁
の
妻
の
幹
々
も
画
を
よ
く
し
、
舜
英
が
嫁
い
だ
中
田
粲

堂
は
漢
詩
人
と
、
谷
家
親
族
は
芸
術
一
家
で
あ
っ
た
。
元
旦
は
一
五
歳
の
年
の
差
が
あ
る

兄
・
文
晁
を
は
じ
め
、
年
長
者
で
あ
る
彼
ら
の
大
き
な
背
中
を
見
な
が
ら
、
様
々
な
刺
激

を
受
け
て
自
ら
の
画
才
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
元
旦
の
青
年
期
（
一
〇
代

か
ら
二
〇
代
）
は
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）
に
あ
た
り
、
文
晁
の
画
業
の
中

で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
寛
政
文
晁
」
と
呼
ば
れ
る
も
っ
と
も
充
実
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
期
の
元
旦
の
作
品
を
み
れ
ば
、
文
晁
に
就
い
て
画
技
の
習
得
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
、
ま
た
初
め
名
を
「
文
啓
」
と
し
て
「
文
」
の
字
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
文
晁
の
門
人
と
い
う
位
置
付
け
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
元
旦
の
青
年
期
に
お
け
る
文
晁

の
影
響
に
つ
い
て
の
詳
細
は
拙
稿
（
２８
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
残
さ
れ
た
作
品
か
ら

は
、
当
時
元
旦
が
画
家
の
北
山
寒
巌
や
儒
学
者
の
頼
春
水
、
林
述
斎
と
い
っ
た
人
々
と
交

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
多
く
が
松
平
定
信
と
非
常
に
近
い
立
場

に
あ
る
こ
と
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、
元
旦
自
身
も
定
信
と
接
見
の
機
会
を
複
数
得

て
お
り
、
元
旦
が
兄
・
文
晁
の
も
つ
幅
広
い
交
流
の
輪
の
中
に
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

元
旦
は
文
晁
の
高
弟
の
一
人
と
し
て
兄
の
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら
画
技
の
研
鑽
に
励

ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
れ
は
元
旦
の
蝦
夷
風
景
写
生
図
に
も
色
濃
く
映
し

出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
蝦
夷
山
水
図
巻
』
で
は
山
や
岩
を
表
現
す
る
の
に
、
薄
墨
を

刷
い
て
影
を
作
り
立
体
感
を
表
現
し
て
い
る
ほ
か
、
岩
の
峻
を
内
側
か
ら
外
側
へ
と
平
行

に
重
ね
る
特
徴
的
な
描
写
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
手
法
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

に
谷
文
晁
が
制
作
し
た
『
公
余
探
勝
図
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
み
る
描
法
な
ど
と

類
似
す
る
（【
図
35
‐
ａ
】
と
【
図 

35
‐
ｂ
】 

）。
ま
た
、「
ニ
イ
カ
ツ
フ
ヘ
ツ
図
」
に
み

る
色
調
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
く
付
け
て
岩
の
凹
凸
を
執
拗
に
表
す
筆
法
は
、
同
じ
く

『
公
余
探
勝
図
』
の
「
白
濱 

二
」
な
ど
に
お
け
る
癖
の
強
い
表
現
と
近
い
感
覚
を
持
っ
て

い
る
（【
図
36
‐
ａ
】
と
【
図
36
‐
ｂ
】）。
Ｔ
字
状
に
形
式
化
さ
せ
た
松
樹
の
連
ね
方
も

『
公
余
探
勝
図
』
や
寛
政
一
一
年
の
『
相
州
名
勝
図
帖
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
に

随
所
に
見
ら
れ
る
描
法
で
あ
る
し
（【
図
37
‐
ａ
】
と
【
図
37
‐
ｂ
】）、『
画
稿
』
に
み
る

広
葉
樹
の
点
描
は
、『
公
余
探
勝
図
』
上
巻
「
太
平
瀑
布
図
」
に
み
る
銅
版
画
の
よ
う
な

点
描
と
色
面
に
よ
る
陰
影
表
現
や
、「
青
羽
根
村
南
望
」
な
ど
に
お
け
る
広
葉
樹
の
描
き

方
か
ら
派
生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
（【
図
38
‐
ａ
】
と
【
図
38
‐
ｂ
】）、
元
旦
が
文
晁

か
ら
風
景
写
生
図
の
描
法
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
蝦
夷
地
真
景
図
巻
』

中
の
「
エ
サ
ン
図
」（【
図
17
‐
ｂ
】）
に
み
ら
れ
る
、
細
い
墨
線
を
重
ね
、
薄
墨
や
淡
彩

で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
て
山
の
立
体
感
や
凹
凸
を
表
す
筆
法
に
も
、
西
洋
絵
画
の
影

響
が
見
ら
れ
、
文
晁
の
『
公
余
探
勝
図
』
と
の
関
連
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
ほ
か
『
元
旦
日
記
』
に
は
、
元
旦
の
風
景
へ
の
強
い
関
心
と
風
景
を
愛
で
る
気
持

ち
が
随
所
に
表
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、「
予
、
景
色
を
貪
む
さ
ぼ
り、

道
を
山
中
に
取
ん
と
す
る
に
、

行
李
ど
も
皆
、
浜
辺
を
先
へ
行
た
り
」（
六
月
一
三
日
）、「
岡
へ
上
り
其
風
景
を
貪
り
て
、

予
は
又
独
の
こ
る
」（
八
月
三
日
）
な
ど
、
風
景
、
特
に
山
中
の
景
色
を
積
極
的
に
捉
え

よ
う
と
す
る
姿
が
う
か
が
え
、
風
景
を
享
受
す
る
喜
び
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
自
負
す
る

節
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
夷
人
の
家
、
山
陵
深
林
の
間
に
点
在
す
。
予
、
雲
煙
の

巧
み
な
る
事
、初
め
て
此
に
知
る
。『
画
と
す
る
所
の
心
得
に
も
な
る
べ
し
』と
感
じ
け
る
。」

（
八
月
三
日
）
と
い
っ
た
記
述
に
は
、
元
旦
が
画
家
を
自
認
し
て
い
る
こ
と
や
、
山
々
が

見
せ
る
美
し
い
自
然
風
景
を
心
に
留
め
る
こ
と
で
、
旅
を
通
し
て
自
ら
の
画
囊
を
肥
や
そ

う
と
す
る
意
気
込
み
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
元
旦
の
姿
は
、文
晁
の「
余

自
幼
好
山
水
、
漫
遊
四
方
、
毎
遇
名
山
大
川
、
必
図
而
収
焉
」（『
日
本
名
山
図
会
』
序
文
、

読
点
筆
者
）
と
い
っ
た
態
度
と
共
通
す
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
実
景
を
愛
で
る
思
潮
は
文

晁
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
定
信
を
は
じ
め
、
紀
州
藩
主
徳
川
治
宝
や
熊
本
藩
主
細
川

斉
茲
な
ど
の
大
名
や
富
裕
な
商
人
た
ち
の
「
山
水
癖
」
と
も
呼
ば
れ
る
風
景
愛
好
の
志
向

の
高
ま
り
と
い
う
時
代
の
潮
流
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
（
２９
）。
彼
ら
は
熱
心
に
各
地
の
風
景

写
生
図
を
描
か
せ
、
文
晁
は
そ
の
制
作
の
代
表
的
な
担
い
手
で
あ
っ
た
が
、『
元
旦
日
記
』

に
み
え
る
各
地
の
風
景
を
愛
で
、
貪
り
、
浜
道
よ
り
も
山
道
を
行
こ
う
と
す
る
元
旦
の
た

だ
な
ら
ぬ
関
心
の
強
さ
に
は
、
元
旦
も
そ
う
し
た
文
化
的
潮
流
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
が
如

実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
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【図35-b】『蝦夷山水図巻』1-13「ヱトモ海上眺望図」〈部分〉
（北海道立近代美術館蔵）

【図36-b】『蝦夷山水図巻』2-10「ニイカツフヘツ図」
（北海道立近代美術館蔵）

【図37-b】『蝦夷山水図巻』1-11「大沼嶺眺望図」〈部分〉
（北海道立近代美術館蔵）

【図35-a】『公余探勝図』上巻「豆州水晶山」
（東京国立博物館蔵）

【図36-a】『公余探勝図』下巻「白濱 二」
（東京国立博物館蔵）

【図37-a】『公余探勝図』上巻「下田港」〈部分〉
（東京国立博物館蔵）
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（
二
）
京
畿
へ
の
旅
行
―
蒹
葭
堂
に
関
連
し
て

　

続
い
て
、
元
旦
の
蝦
夷
地
調
査
に
お
い
て
、
元
旦
が
蝦
夷
地
に
渡
る
以
前
に
旅
し
た
京

畿
に
お
け
る
二
人
の
人
物
と
の
関
わ
り
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
鍵
と
な
る
一
人
目
は
、
大
坂
の
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
二
）
と
の
接

触
で
あ
る
。
江
戸
に
生
ま
れ
育
っ
た
元
旦
は
、
寛
政
五
〜
六
年
、
一
六
〜
一
七
歳
の
と
き

に
彼
の
も
と
を
一
〇
回
以
上
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
『
蒹
葭
堂
日
記
』
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。

画
家
で
漢
詩
人
で
も
あ
る
と
同
時
に
博
物
学
者
と
し
て
全
国
に
そ
の
名
を
広
く
知
ら
れ
た

こ
の
知
識
人
は
、
膨
大
な
蔵
書
や
美
術
品
、
古
物
や
珍
奇
な
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
蒐

集
し
て
い
た
。彼
は
学
者
や
大
名
な
ど
当
時
の
名
だ
た
る
蔵
書
家
と
も
深
い
交
流
が
あ
り
、

彼
ら
か
ら
書
籍
の
貸
借
・
寄
贈
を
受
け
て
、
情
報
の
交
換
と
蔵
書
の
充
実
を
は
か
っ
て
い

た
が
、
現
在
東
京
都
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』・『
蝦
夷
器
具
図
式
』

（
以
下
、
日
比
谷
本
、【
表
2
】
の
（
イ
））
に
は
、「
蒹
葭
堂
蔵
書
印
」
と
い
う
印
が
捺
さ

れ
て
あ
る
こ
と
か
ら
、蒹
葭
堂
の
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
日
比
谷
本
は
、

人
物
や
器
物
、
風
景
な
ど
す
べ
て
の
大
き
さ
や
配
置
が
自
筆
本
と
寸
分
違
わ
ず
一
致
し
て

お
り
、自
筆
本
を
丁
寧
か
つ
正
確
に
敷
き
写
し
し
た
と
考
え
ら
れ
る
写
本
と
な
っ
て
い
る
。

元
旦
が
蝦
夷
地
調
査
以
前
に
蒹
葭
堂
と
面
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
日
比
谷

本
は
元
旦
が
蒹
葭
堂
の
た
め
に
敷
き
写
し
し
た
（
あ
る
い
は
敷
き
写
し
さ
せ
た
）
可
能
性

が
高
い
だ
ろ
う
（
３０
）。
尾
張
藩
陪
臣
の
水
野
正
信
が
写
し
た
『
蝦
夷
紀
行
』（
蓬
左
文
庫
蔵
、

【
表
2
】
の
（
コ
））
は
紀
行
文
と
釈
名
、『
蝦
夷
国
風
図
式
』
と
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』、『
蝦

夷
器
具
図
式
』
の
五
種
が
揃
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
蝦
夷
国
風
図
式
』
の
中
に
、「
此
一

図
ハ
難
波
人
蒹
葭
堂
蔵
画
巻
ノ
抜
粋
也
」と
記
さ
れ
た
小
熊
狩
猟
図
が
入
り
込
ん
で
い
る
。

こ
の
図
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
加
え
ら
れ
た
の
か
は
不
明
な
が
ら
、元
旦
か
ら
蒹
葭
堂
へ
、

そ
し
て
蒹
葭
堂
の
情
報
は
ま
た
別
の
文
化
人
へ
と
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

ら
に
み
る
写
本
の
ル
ー
ト
か
ら
は
、
元
旦
の
蝦
夷
地
調
査
の
成
果
の
伝
播
に
蒹
葭
堂
が
大

き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。『
元
旦
日
記
』
と
共
通
す
る
内
容
を

多
く
記
す
渋
江
長
伯
の
『
東
遊
奇
勝
』
の
写
本
が
少
な
い
一
方
、『
元
旦
日
記
』
の
写
本

が
大
変
多
い
の
は
、
両
者
の
立
場
の
違
い
の
他
、
元
旦
が
蒹
葭
堂
や
文
晁
と
い
っ
た
交
流

の
中
に
あ
っ
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
一
〇
代
に
し
て
当
時
を
代
表
す
る
博
物
学
者
の
蒹
葭
堂
と
接
触
を
持
っ
た
元
旦

の
中
に
は
自
ず
と
考
証
的
・
実
証
的
精
神
が
育
ま
れ
て
い
た
と
み
え
、『
元
旦
日
記
』
に
は
、

随
所
に
そ
の
精
神
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
道
中
通
過
し
た
地
名
の
由
来
を

記
し
、
そ
れ
に
対
し
「
い
か
ゞ
」
と
一
文
挿
入
し
て
疑
問
を
呈
し
た
り
（
三
月
二
五
日
、

二
六
日
）、
安
部
貞
仁
の
時
代
の
首
塚
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
に
対
し
、「
不い
ぶ

審か
し

」
と
感
想

を
述
べ
、
さ
ら
に
佐
々
木
高
綱
が
こ
こ
を
破
り
取
っ
た
と
い
う
伝
聞
に
対
し
て
も
、「
貞

仁
時
代
の
事
に
は
な
く
、
其
後
鎌
倉
よ
り
の
軍
の
時
の
事
か
、
何
か
時
代
を
と
り
交
て
い

ふ
と
聞
へ
た
り
」
と
考
証
を
加
え
る
（
四
月
二
日
）。
同
月
五
日
に
は
、「
往
古
、
松
浦
佐

よ
姫
、
越
を
掛
休
み
し
ゆ
へ
、
休
塚
村
と
云
ひ
、
其
所
に
塚
あ
り
て
今
其
う
へ
に
松
の
木

あ
り
と
。
来
歴
は
不
審

0

0

0

0

0

。」（
傍
点
筆
者
）
と
い
っ
た
具
合
に
、
来
歴
の
信
憑
性
を
問
う
て

い
る
。蝦
夷
地
滞
在
時
に
は
薬
草
の
生
育
と
土
と
の
関
係
を
分
析
し
た
り（
七
月
一
五
日
）、

帰
路
で
は
仙
台
の
陣
立
が
正
月
三
日
に
行
わ
れ
る
由
来
に
対
し
、「
然
れ
ど
も
か
や
う
な

る
事
、
土
俗
の
咄
し
姓
名
な
ど
、
又
は
事
実
の
取
違
へ
も
有
事
ゆ
へ
、
治
定
の
説
に
は
用

0

0

0

0

0

0

0

ひ
が
た
し

0

0

0

0

」（
傍
点
筆
者
）
と
、
非
常
に
客
観
的
な
視
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

元
旦
自
ら
が
加
え
た
考
証
に
深
い
学
究
性
は
み
ら
れ
な
い
が
、
由
緒
や
来
歴
に
対
す
る
強

い
関
心
と
、
客
観
性
の
あ
る
事
実
を
重
ん
じ
る
実
証
的
態
度
は
、
本
紀
行
に
一
貫
し
て
見

受
け
ら
れ
る
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
蒹
葭
堂
を
始
め
と
す
る
当
時
の
博
物
学
的
姿

勢
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
元
旦
の
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』
に
も
特
筆
す
べ
き
表
現
と
な

っ
て
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
蝦
夷
風
俗
図
式
』
中
に
描
か
れ
た
四
人
の
男
女
の
半
身

像
に
み
ら
れ
る
（【
図
39
】）。
そ
こ
に
は
彼
ら
の
名
前
と
写
生
し
た
場
所
（
あ
る
い
は
彼

ら
の
出
身
地
）
が
記
さ
れ
、
う
ち
二
図
に
は
年
齢
も
付
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
年

齢
や
性
別
の
異
な
る
人
物
を
選
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
場
所
や
年
齢
の
表
記
か
ら
は
、
実

見
に
基
づ
い
た
客
観
的
事
実
を
提
示
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
、
ま
た
氏
名
も
記
す
こ
と
で
、

概
念
や
主
観
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
個
々
へ
と
視
線
が
向
い
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
風
俗
画
の
歴
史
全
体
を
見
渡
せ
ば
非
常

に
稀
有
な
例
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
ア
イ
ヌ
風
俗
画
家
の
代
表
で
あ
る
村
上
島

之
允
が
記
し
た『
蝦
夷
島
奇
観
』に
お
い
て
も
、一
個
人
の
男
性
を
描
い
た
も
の
は
あ
る
が
、

主
眼
は
伝
統
や
風
習
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
り
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
地
位
や
年
齢
、
地
域

に
よ
る
個
別
化
を
図
ろ
う
と
す
る
意
図
は
見
ら
れ
な
い
（
３１
）。
元
旦
は
、
名
前
を
持
た
な

い
典
型
的
な
「
ア
イ
ヌ
の
人
」
と
し
て
描
く
の
で
は
な
く
、
各
人
を
一
個
人
と
し
て
捉
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
に
は
、
元
旦
の
客
観
性
が
現
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
性
別

や
年
齢
に
よ
る
分
類
学
的
態
度
も
垣
間
見
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
新
明
氏
が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
（
３２
）、
各
肖
像
の
画
面
上
部
に
大
き
く
余
白
を
取
り
、
描
か
れ
た
人
物
に

威
厳
を
も
た
ら
す
効
果
を
与
え
る
肖
像
画
の
手
法
を
ア
イ
ヌ
の
人
物
画
に
適
用
さ
せ
て
い
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る
と
い
っ
た
点
に
は
、
元
旦
の
絵
の
素
養
が
表
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
蒹
葭
堂
と
の
関
係
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
元
旦
が
蒹

葭
堂
の
も
と
を
訪
れ
た
目
的
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

文
晁
が
蒹
葭
堂
を
初
め
て
訪
問
す
る
よ
り
三
年
も
前
に
元
旦
が
接
触
を
も
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
何
か
緊
急
の
、
あ
る
い
は
重
要
な
役
目
を
元
旦
が
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
本
稿
で
は
推
論
と
し
て
、
元
旦
が
文
晁
の
高
弟
と
し
て
定
信
と
も
関
わ
り
が
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
、
海
防
に
関
連
し
た
情
報
収
集
と
、『
集
古
十
種
』
編
纂
と
い
う

二
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
可
能
性
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
海
防
関
連
の
情
報
収
集
で
あ
る
が
、
日
本
や
中
国
、
そ
し
て
西
洋
の
産
物
や
地

図
な
ど
の
収
集
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
蒹
葭
堂
は
、
ア
イ
ヌ
の
弓
矢
や
矢
筒
な
ど
の
物
産
は

も
と
よ
り
蝦
夷
の
地
理
や
異
国
へ
の
方
角
・
距
離
な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
た
蝦
夷
地
図
も

秘
蔵
す
る
な
ど
、
当
時
蝦
夷
地
の
情
報
に
最
も
詳
し
い
人
物
の
一
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
た
（
３３
）。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
か
ら
寛
政
五
年
ま
で
老
中
を
勤
め
た
松
平
定
信
は
、

寛
政
元
年
に
ア
イ
ヌ
が
蜂
起
し
て
和
人
を
殺
害
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
際
に
は
隠

密
と
し
て
青
島
俊
蔵
や
最
上
徳
内
ら
を
派
遣
し
情
報
を
集
め
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、
寛
政
二

年
に
は
阿
蘭
陀
通
詞
で
蘭
学
者
の
本
木
良
永
に
国
防
上
必
要
不
可
欠
で
あ
る
世
界
地
図
の

日
本
語
版
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
元
旦
が
大
坂
に
い
た
寛
政
五
年
に
は
、
近
海
防

備
の
た
め
に
伊
豆
・
相
模
沿
岸
を
巡
視
し
文
晁
を
同
行
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
、
定
信
が
日

本
を
囲
む
緊
迫
し
た
状
況
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
寛
政
五
〜
六
年
の
元

旦
の
蒹
葭
堂
訪
問
に
は
、
海
防
に
有
用
な
情
報
を
収
集
す
る
目
的
を
想
定
で
き
よ
う
。

　

続
い
て
『
集
古
十
種
』
編
纂
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、周
知
の
と
お
り
『
集
古
十
種
』
は
、

定
信
が
全
国
各
地
で
収
集
し
た
古
文
化
財
を
掲
載
し
た
計
八
五
冊
に
も
及
ぶ
図
録
で
あ

り
、
こ
の
編
纂
の
た
め
に
少
な
く
と
も
寛
政
四
年
か
ら
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
ま
で
に

計
七
回
、
柴
野
栗
山
や
住
吉
廣
行
、
屋
代
弘
賢
、
文
晁
、
白
雲
、
大
野
文
泉
ら
が
調
査
を

行
っ
て
い
る
（
３４
）。
元
旦
の
寛
政
五
〜
六
年
と
い
う
上
京
時
期
と
、
古
物
を
多
数
所
蔵
す

る
蒹
葭
堂
宅
へ
の
訪
問
と
い
う
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
元
旦
の
上
京
が
『
集
古
十
種
』

編
纂
の
一
環
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
『
元
旦
日
記
』
に
は
、
元
旦
が
寺
社
や
ア
イ
ヌ
の
長
老
ら
が
所
有
す
る
宝
物
に
対
し
て

強
い
興
味
を
も
ち
、
古
物
を
愛
で
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
奥
羽
街
道
の
道
中
で
は
赤

石
大
明
神
（
志
賀
理
和
気
神
社
）
の
鳥
居
の
銘
を
記
し
（
四
月
八
日
）、
三
厩
の
観
音
山

の
社
寺
に
て
は
「
何
ぞ
古
物
に
て
も
あ
ら
ん
や
」
と
骨
董
を
探
索
し
て
い
る
（
四
月
二
一

日
）。
蝦
夷
地
に
渡
っ
て
か
ら
も
、
ア
イ
ヌ
の
長
老
が
所
有
す
る
古
物
を
見
る
秘
策
を
最

上
徳
内
に
聞
い
た
り
（
七
月
一
二
日
）、
虻
田
へ
の
移
動
中
、
同
行
の
者
た
ち
が
先
に
舟

に
乗
っ
て
行
く
中
、
有
珠
善
光
寺
の
堂
内
に
安
置
さ
れ
た
釈
迦
仏
の
銅
像
を
一
人
残
っ
て

写
生
し
た
り
し
て
い
る
（
八
月
三
日
）。
さ
ら
に
八
月
二
二
日
は
知
内
の
神
主
が
所
蔵
す

る
古
い
鰐
口
を
拓
本
に
取
る
な
ど
、
積
極
的
に
古
物
を
写
生
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
そ
う
し
た
古
物
に
対
し
元
旦
は
、「
尤
古
色
愛
す
べ
し
。
土
中
よ
り
出
た
る
も
の
ゝ

や
う
に
見
へ
る
也
。」（
四
月
一
一
日
）、「
古
色
可
愛
。」（
四
月
晦
日
）、「
古
色
、
甚
だ
愛

す
る
に
た
れ
り
。」（
五
月
一
一
日
）
と
そ
の
古
び
た
様
を
愛
で
て
お
り
、
鑑
識
眼
を
有
し

て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
紀
行
文
の
随
所
に
元
旦
の
古
物
の
情
報
収
集

へ
の
強
い
意
欲
が
看
て
取
れ
る
が
、
寛
政
五
〜
六
年
の
京
畿
へ
の
旅
行
に
お
い
て
、
元
旦

が
『
集
古
十
種
』
編
纂
の
た
め
の
情
報
収
集
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ

う
し
た
関
心
が
生
ま
れ
る
の
も
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、

元
旦
は
蝦
夷
地
か
ら
江
戸
へ
の
帰
途
、
同
行
の
人
々
と
離
れ
奥
州
街
道
を
一
人
逸
れ
、
文

晁
門
の
画
生
で
松
島
や
塩
竈
周
辺
の
古
跡
を
よ
く
知
る
庄
蔵
と
い
う
案
内
人
と
と
も
に
各

所
を
回
り
、
多
賀
城
で
古
瓦
を
探
し
た
り
、
仙
台
市
岩
切
で
は
信
田
小
太
郎
の
石
碑
を
三

つ
見
て
そ
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
書
き
留
め
た
り
し
て
い
る
（
九
月
一
八
日
）。
定

信
が
膨
大
な
数
の
古
瓦
を
収
集
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
元
旦
の
採
集
し
た

古
瓦
は
定
信
に
提
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、『
集
古
十
種
』
の
第
二

巻
に
収
め
る
「
碑
銘
」
の
部
を
開
け
ば
、そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
「
信
田
小
太
郎
古
館
跡
碑
」、

「
信
田
小
太
郎
古
館
跡
岩
切
山
碑
」、「
岩
切
山
碑
」
の
三
つ
の
拓
本
が
元
旦
の
蝦
夷
地
調

査
の
帰
路
に
お
け
る
収
集
で
あ
る
可
能
性
が
提
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
元
旦
の

蝦
夷
地
派
遣
の
裏
に
は
、
古
物
収
集
と
い
う
別
の
使
命
も
帯
び
て
い
た
と
想
像
さ
れ
、
そ

う
で
あ
れ
ば
『
元
旦
日
記
』
の
随
所
に
看
て
取
れ
た
元
旦
の
古
物
の
情
報
収
集
へ
の
強
い

意
欲
と
、
松
島
周
辺
で
の
大
胆
と
も
言
え
る
単
独
行
動
の
理
由
も
頷
け
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
京
畿
へ
の
旅
行
―
応
挙
に
関
連
し
て

　

元
旦
の
京
畿
旅
行
を
考
え
る
上
で
二
つ
目
の
鍵
と
な
る
の
は
、
円
山
応
挙
（
一
七
三
三

〜
九
五
）
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
明
治
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
編
纂
さ
れ

た
『
鳥
取
藩
史
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
元
旦
の
孫
・
島
田
真
浄
氏
に
よ
る
口
伝
に
は
、
兄

の
文
晁
に
諫
め
ら
れ
た
元
旦
が
反
抗
し
て
上
京
し
応
挙
の
門
を
叩
い
た
と
い
う
風
に
伝
え

る
が
、現
在
の
と
こ
ろ
元
旦
の
応
挙
訪
問
の
事
実
を
示
す
確
実
な
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、応
挙
の
一
三
回
忌
の
追
善
の
た
め
に
開
か
れ
た
展
観
の
記
録
『
展
観
画
録
』（
文

化
四
年
）
に
元
旦
の
名
が
連
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
に
は
京



山下真由美

鳥取県立博物館研究報告 Bulletin of the Tottori Prefectural Museum 49. March 23, 2012　○C 鳥取県立博物館 Tottori Prefectural Museum

121

の
円
山
主
水
を
尋
ね
て
い
る
な
ど
（
３５
）、
元
旦
と
円
山
家
と
の
つ
な
が
り
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
元
旦
の
蝦
夷
地
調
査
の
成
果
で
あ
る
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』
に
み
る
人
物

の
表
現
は
、
明
ら
か
に
文
晁
の
画
風
と
は
異
な
る
、
応
挙
風
の
写
実
的
な
身
体
表
現
が
採

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』
中
の
「
蝦
夷
童
子
遊
戯
図
」
に
は
、
童
子
の
着
衣
の
下

の
体
の
線
が
う
っ
す
ら
と
見
え
て
お
り
（【
図
40
】）、
腕
や
足
の
動
き
に
合
わ
せ
て
衣
の

線
を
重
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
裸
体
の
上
に
衣
装
を
付
け
て
い
く
と
い
う

画
法
は
、
一
般
に
は
応
挙
が
伝
え
た
も
の
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
古
く
は
中
国

の
元
時
代
後
半
か
ら
明
時
代
初
に
か
け
て
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
日
本

に
お
い
て
も
江
戸
時
代
中
期
の
京
狩
野
の
画
伝
書
に
示
さ
れ
る
な
ど
、
応
挙
の
創
始
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
（
３６
）。
し
か
し
、「
蝦
夷
男
女
風
俗
図
」
の
子
ど
も
の
姿
（【
図
41
】）
に

み
る
丸
み
の
あ
る
柔
ら
か
な
線
や
肉
感
的
な
表
現
か
ら
は
、
応
挙
の
大
乗
寺
障
壁
画
に
み

る
童
子
（【
図
42
】）
の
姿
な
ど
が
想
起
さ
れ
、
写
実
を
徹
底
的
に
追
求
し
た
応
挙
の
自
然

な
人
体
表
現
と
の
関
連
性
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、【
図
39
】
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
男
女

の
肖
像
画
に
お
い
て
み
ら
れ
た
、
各
人
の
年
齢
や
特
徴
を
写
実
的
に
表
現
し
、
個
々
の
差

異
を
明
確
に
捉
え
る
観
察
眼
は
、
応
挙
が
老
若
男
女
、
貴
賤
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
を
写
生
に

基
づ
い
て
描
き
分
け
た
科
学
的
で
客
観
的
な
眼
差
し
と
も
共
通
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
に
、『
蝦
夷
風
俗
図
式
』
に
み
る
人
物
の
表
現
か
ら
は
、
元
旦
が
応
挙
に
通
じ
る
写

実
的
な
技
法
を
学
習
し
、
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
、
寛
政
五
〜
六
年
の
上
方

滞
在
時
に
円
山
家
を
訪
問
し
、
応
挙
も
し
く
は
門
弟
に
よ
る
指
南
を
受
け
た
の
で
は
な
い

か
と
推
察
さ
れ
る
（
３７
）。

　

ま
た
前
述
の
よ
う
に
、『
毛
夷
武
餘
嶌
図
』
で
は
応
挙
の
「
四
条
河
原
納
涼
図
」
か
ら

構
図
を
借
用
し
て
お
り
、
元
旦
が
応
挙
の
作
品
を
見
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て

「
四
条
河
原
納
涼
図
」
に
は
、
人
物
の
配
置
や
数
、
姿
態
が
全
く
同
じ
下
図
が
あ
り
、
そ

の
下
図
に
は
人
物
の
着
衣
の
下
の
体
躯
の
線
が
朱
で
し
っ
か
り
と
描
か
れ
、
応
挙
の
人
物

図
の
制
作
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
元
旦
が
数
あ
る
応
挙
の
作

品
の
中
で
こ
の
「
四
条
河
原
納
涼
図
」
か
ら
人
物
の
配
置
と
姿
態
を
借
り
て
い
る
こ
と
は
、

元
旦
の
写
生
画
学
習
と
応
挙
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。

　

さ
て
、
元
旦
が
応
挙
を
訪
問
し
た
目
的
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
想
像
の
域
を
出
な
い

の
で
あ
る
が
、
文
晁
が
応
挙
亡
き
後
に
京
を
訪
れ
た
際
、
円
山
応
瑞
宅
に
て
南
禅
寺
が
蔵

す
る
牧
渓
作
品
の
模
写
を
観
た
り
、
応
瑞
や
呉
春
ら
を
仲
介
と
し
て
智
恩
院
や
妙
法
院

の
古
器
物
を
拝
観
す
る
な
ど
、
京
の
有
力
寺
社
の
宝
物
を
見
る
の
に
円
山
四
条
派
の
画
家

た
ち
の
力
を
借
り
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
の
定
信
の
『
集
古
十
種
』
と
関
連
し
、
元
旦
が

そ
の
よ
う
な
古
物
の
収
集
に
あ
た
っ
て
円
山
家
と
の
接
触
を
も
っ
た
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ

る
。
あ
る
い
は
、
寛
政
五
年
に
定
信
が
文
晁
に
『
公
余
探
勝
図
』
を
作
ら
せ
、
文
晁
は
そ

こ
で
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
遠
近
法
や
陰
影
法
を
駆
使
し
て
、
よ
り
写
実
的
な
風
景
の
再

現
を
試
み
た
よ
う
に
、
元
旦
も
文
晁
、
も
し
く
は
定
信
に
よ
っ
て
応
挙
の
合
理
的
な
人
物

描
写
法
の
習
得
を
求
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
定
信
は
文
晁
の
他
に
も
、
寛
政
六
年

に
亜
欧
堂
田
善
を
召
し
抱
え
て
銅
版
画
や
西
洋
の
画
法
を
修
得
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、
津
山

藩
の
お
抱
え
絵
師
と
な
っ
て
い
た
鍬
形
蕙
斎
に
は
『
東
都
繁
昌
図
巻
』（
享
和
三
年
〈
一

八
〇
三
〉）
や
『
近
世
職
人
尽
絵
巻
』（
文
化
元
年
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
制
作
さ
せ

る
な
ど
、
風
俗
画
へ
の
関
心
も
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
（
３８
）。

　

以
上
、『
元
旦
日
記
』
に
み
ら
れ
た
風
景
愛
好
の
思
潮
や
、
考
証
的
態
度
、『
蝦
夷
風

俗
図
式
』
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
人
々
へ
の
客
観
的
視
線
と
分
類
へ
の
志
向
は
、
文
晁
を
兄

に
も
ち
、
定
信
と
も
近
い
関
係
に
あ
り
、
蒹
葭
堂
や
応
挙
ら
と
も
接
し
得
た
環
境
の
中
で

養
わ
れ
た
同
時
代
的
感
覚
で
あ
り
、
ま
た
、
元
旦
の
蝦
夷
地
派
遣
に
は
、
定
信
の
古
物
収

集
と
い
う
使
命
も
帯
び
て
い
る
可
能
性
を
提
示
し
て
き
た
。
そ
し
て
、『
蝦
夷
風
俗
図
式
』

に
み
る
人
物
の
写
実
的
な
体
躯
の
描
写
は
応
挙
か
ら
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
元

旦
の
上
京
時
に
お
け
る
応
挙
師
事
の
説
を
補
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
元
旦
が
手
が
け
た
紀
行
文
や
風
景
・
器
物
・
風
俗
・
植
物
な
ど
の
豊
富
な

図
画
資
料
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
蝦
夷
地
調
査
に
お
け
る
成
果
の
全
体
像
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
多
く
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
き
た
。
ま
た
、
蝦
夷
の
風

景
写
生
図
に
お
け
る
描
法
か
ら
は
、
元
旦
が
文
晁
を
手
本
と
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
、『
元
旦
日
記
』
に
み
る
風
景
を
貪
る
態
度
は
、
文
晁
と
と
も
に
定
信
や
周
辺
の

知
識
人
た
ち
と
も
接
し
う
る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
自
然
と
培
わ
れ
た
風
景
愛
好
の
趣

味
の
顕
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
蝦
夷
に
派
遣
さ
れ
る
以
前
の
寛
政
五
〜
六

年
に
京
畿
へ
旅
行
し
た
背
景
に
は
文
晁
や
定
信
の
存
在
が
感
じ
ら
れ
、
蒹
葭
堂
と
の
接
触

に
は
海
防
の
た
め
、
あ
る
い
は
『
集
古
十
種
』
編
纂
の
た
め
の
情
報
収
集
と
い
っ
た
目
的

が
想
定
さ
れ
、『
元
旦
日
記
』
に
み
ら
れ
る
元
旦
の
考
証
的
精
神
は
、
こ
の
よ
う
な
知
識

人
と
の
交
流
を
通
し
て
育
ま
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
描

い
た
風
俗
図
に
は
応
挙
の
影
響
が
看
取
さ
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
伝
聞
で
の
み
伝
わ
る
元
旦
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【図38-b】『蝦夷山水図巻』2-3「シキウヘツ図」〈部分〉
（北海道立近代美術館蔵）

【図38-a】『公余探勝図』上巻「青羽根村南望」〈部分〉
（東京国立博物館蔵）

【図39】『蝦夷風俗図式』肖像画（個人蔵）

【図40】『蝦夷風俗図式』
「蝦夷童子遊戯図」〈部分〉

（個人蔵）

【図42】円山応挙「郭子儀図」〈部分〉
（大乗寺蔵）

【図41】『蝦夷風俗図式』
「蝦夷男女風俗図」〈部分〉

（個人蔵）
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の
滞
京
時
に
お
け
る
応
挙
師
事
説
を
補
う
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
背
後
に
定
信
に
よ

る
写
実
的
人
体
表
現
の
学
習
の
求
め
が
あ
っ
た
可
能
性
を
み
た
。
こ
の
よ
う
に
元
旦
が
蝦

夷
地
調
査
で
残
し
た
資
料
群
に
は
、
文
晁
か
ら
学
ん
だ
洋
風
表
現
を
取
り
入
れ
た
風
景
写

生
法
や
応
挙
か
ら
学
ん
だ
科
学
的
な
人
体
の
描
写
法
な
ど
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
風

景
の
愛
好
や
博
物
学
に
み
る
実
証
的
精
神
な
ど
、
そ
の
時
代
の
潮
流
が
如
実
に
表
れ
て
い

る
。

　

元
旦
が
蝦
夷
地
へ
渡
る
前
後
は
、
諸
外
国
に
対
す
る
認
識
の
強
ま
り
の
中
で
測
量
技
術

や
透
視
図
法
な
ど
の
理
解
が
日
進
月
歩
で
進
み
、
寛
政
一
二
年
に
は
伊
能
忠
敬
が
蝦
夷
地

へ
赴
き
精
密
な
実
測
図
を
制
作
、
文
化
年
間
に
は
銅
版
画
の
技
術
を
習
得
し
た
田
善
に
よ

っ
て
西
洋
の
遠
近
法
が
日
本
の
実
景
に
的
確
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
図
画
に
比

す
れ
ば
、
海
防
や
開
発
に
供
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
元
旦
の
風
景
写
生
図
は

多
分
に
牧
歌
的
で
あ
る
が
、
幕
末
の
蝦
夷
風
景
図
に
も
引
用
さ
れ
、
時
代
を
越
え
て
活
用

さ
れ
る
な
ど
そ
の
意
義
は
大
き
く
、
ま
た
そ
の
絵
画
的
要
素
の
強
さ
か
ら
、
画
家
の
創
造

性
が
感
じ
ら
れ
る
魅
力
を
有
し
て
い
る
。

　

元
旦
は
、
文
晁
の
弟
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
年
若
く
し
て
文
晁
の
幅
広
い
人
脈
と
も

関
わ
り
、
蒹
葭
堂
や
円
山
家
と
も
接
点
を
持
ち
う
る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
博

物
学
的
精
神
を
培
い
、物
の
か
た
ち
を
写
実
的
に
捉
え
る
視
点
と
技
術
を
得
た
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
風
景
や
人
物
、
器
物
等
を
正
確
に
描
き
出
す
画
才
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
環
境
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
希
有
な
存
在
で
あ
っ
た
。
元
旦
の
蝦
夷
地
調
査
は
短

期
間
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
要
因
が
重
な
る
こ
と
で
多
彩
な
成
果
を

生
み
出
し
、
さ
ら
に
多
数
の
写
本
に
よ
っ
て
情
報
が
広
く
伝
播
さ
れ
、
社
会
・
文
化
両
面

で
活
用
さ
れ
て
長
く
影
響
を
与
え
続
け
た
の
で
あ
る
。

謝
辞

　

作
品
の
調
査
及
び
図
版
掲
載
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
各
作
品
の
所
蔵
者
の
方
々
な
ら
び

に
各
機
関
よ
り
御
協
力
・
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
北
海
道
立
開
拓
記
念
館
池
田
貴
夫
教
育
普
及
課
長
兼
学
芸
第
二
課
長
、
北
海
道
立
文

学
館
新
明
英
仁
学
芸
主
幹
、
仙
台
市
博
物
館
内
山
淳
一
主
幹
兼
学
芸
室
長
に
は
大
変
貴
重

な
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
１
） 

島
田
（
谷
）
元
旦
筆
『
蝦
夷
蓋
開
日
記
』（『
元
旦
日
記
』）
よ
り
。
羽
太
正
養
編
『
休
明
光
記
』

巻
之
一
（『
新
撰
北
海
道
史
』
第
五
巻
、
北
海
道
庁
、
昭
和
一
一
年
）
に
は
「
上
下
都
合
四
百
餘
人
、

寛
政
十
一
己
未
年
四
月
、
江
府
を
発
し
て
追
々
東
蝦
夷
地
に
至
り
ぬ
」
と
あ
る
。

（
２
） 

上
野
益
三
『
日
本
博
物
学
史　

補
訂
』（
平
凡
社
、
昭
和
四
八
年
）
中
の
年
表
よ
り
。

（
３
） 

明
ら
か
に
誤
謬
が
あ
る
と
わ
か
る
場
合
は
一
部
改
め
た
。

（
４
） 

函
館
市
立
図
書
館
（
請
求
記
号
〇
〇
〇
八
―
三
四
一
九
三
―
五
〇
〇
一
）、
北
海
道
庁
（
一
八
〇

三
―
一
八
〇
四
）、
北
海
道
庁
（
〇
九
五
五
―
〇
九
五
六
）、
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
、
北
海
道
大
学

附
属
図
書
館
（
旧
記
〇
一
八
八
）、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
（
内
閣
文
庫
本
の
複
写
本
）、
国
立

国
会
図
書
館
（
二
三
九
―
四
三
）、国
立
国
会
図
書
館
（
一
四
五
―
一
五
二
）、国
立
国
会
図
書
館
（
一

三
九
―
一
〇
七
）、
刈
谷
市
中
央
図
書
館
（
村
上
文
庫
六
三
三
七
）、
蓬
左
文
庫
（
三
二
―
一
〇
三

―
二
四
〇
）、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
谷
村
文
庫
）、
内
閣
文
庫
（
一
七
八
―
〇
二
〇
二
）、
岩

瀬
文
庫
（
一
二
二
―
一
三
一
）、
天
理
図
書
館
（
二
九
一
．
七
―
一
二
七
）、
鳥
取
県
立
図
書
館
（
二

九
〇
―
六
〇
―
郷
土
Ｗ
Ｈ
、
国
会
図
書
館
本
の
写
本
）
等

（
５
） 

鶴
岡
明
美
「
目
賀
田
守
蔭
筆
〈
蝦
夷
歴
検
真
図
〉
に
つ
い
て
―
文
晁
派
実
景
図
の
系
譜
―
」（『
人

間
文
化
論
叢
』
第
七
号
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
、
平
成
一
六
年
）
参
照
。

（
６
） 

天
野
太
郎
「
蝦
夷
山
水
図
巻
に
つ
い
て
（
一
）」（『
北
海
道
立
近
代
美
術
館
紀
要
』
第
八
号
、
昭

和
六
一
年
）、『
蝦
夷
の
風
俗
画
―
小
玉
貞
良
か
ら
平
澤
屏
山
ま
で
』
展
図
録
（
北
海
道
立
旭
川
美

術
館
・
北
海
道
立
近
代
美
術
館
、
平
成
四
年
）
作
品
解
説

（
７
） 

『
写
山
楼
谷
文
晁
』（
栃
木
県
立
美
術
館
、
昭
和
五
四
年
）
の
「
谷
文
晁
印
譜
」
に
類
印
が
あ
る
が
、

や
や
異
な
っ
て
い
る
。

（
８
） 

前
掲
註
6
天
野
氏
論
考

（
９
） 

前
掲
註
6
天
野
氏
論
考

（
１０
） 

内
山
淳
一
「
失
わ
れ
た
み
ち
の
く
図
巻
―
谷
元
旦
・
大
野
文
泉
の
東
北
地
方
写
生
図
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
仙
台
市
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
第
二
九
号
、
平
成
二
一
年
）

（
１１
） 

こ
の
ほ
か
佐
藤
慶
二
編
『
蝦
夷
奇
勝
図
巻
』（
朝
日
出
版
、
昭
和
四
八
年
）
に
は
、
元
旦
の
作
と

し
て
蝦
夷
風
景
図
の
複
製
が
二
六
図
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
材
質
や
寸
法
等
が
未
記
載
で
、
現
在

の
所
蔵
も
不
明
で
あ
る
た
め
、
実
物
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
複
製
画
に
見
ら
れ
る

岩
な
ど
の
表
現
が
元
旦
の
筆
と
は
異
質
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
除
い
た
。

（
１２
） 
『
唐
太
島
東
西
浜
図
』（
函
館
市
中
央
図
書
館
蔵
）
の
豊
章
自
身
に
よ
る
書
き
入
れ
よ
り
。

（
１３
） 
元
旦
同
様
に
多
く
の
図
画
を
中
心
と
す
る
執
筆
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、『
蝦
夷
草
木
図
』、『
蝦

夷
見
取
絵
図
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）、『
蝦
夷
カ
ラ
フ
ト
サ
ン
タ
ン
打
込
図
』（
早
稲
田
大
学
図
書

館
蔵
）
な
ど
現
在
に
伝
わ
る
資
料
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
１４
） 

『
休
明
光
記
』
巻
之
一
（『
新
撰
北
海
道
史
』
第
五
巻
史
料
一
〈
北
海
道
庁
編
、昭
和
一
一
年
〉
所
収
）

（
１５
） 

大
塚
和
義
監
修
『
蝦
夷
風
俗
図
式
・
蝦
夷
器
具
図
式
』、
安
達
美
術
、
昭
和
六
六
年

（
１６
） 

「
蝦
夷
人
鶴
舞
図
」
に
描
か
れ
た
二
〇
人
を
含
む
。

（
１７
） 

村
上
島
之
允
は
元
旦
の
蝦
夷
地
派
遣
よ
り
一
年
早
い
寛
政
一
〇
年
、
幕
府
の
蝦
夷
地
調
査
に
御
雇

い
と
し
て
松
前
か
ら
函
館
、
襟
裳
岬
か
ら
釧
路
、
根
室
、
ク
ナ
シ
リ
島
、
エ
ト
ロ
フ
島
に
渡
り
、
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行
程
の
記
録
や
方
位
の
測
地
を
行
っ
た
。
島
之
允
は
そ
の
後
も
た
び
た
び
江
戸
と
蝦
夷
を
往
来
し
、

『
蝦
夷
島
奇
観
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
『
膃
肭
臍
図
説
』、『
蝦
夷
鬚
髪
図
説
』
な
ど
蝦
夷
の

風
俗
に
取
材
し
た
絵
図
を
多
数
制
作
、
そ
れ
ら
は
各
地
に
住
む
ア
イ
ヌ
に
接
し
た
結
果
生
ま
れ
得

た
洞
察
力
の
富
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
１８
） 
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
蝦
夷
記
行
図
』（
旧
記
〇
〇
五
三
）
の
最
初
の
二
図
以

外
は
元
旦
の
筆
と
さ
れ
て
い
る
（
新
明
英
仁
『「
ア
イ
ヌ
風
俗
画
」
の
研
究
―
近
世
北
海
道
に
お

け
る
ア
イ
ヌ
と
美
術
』
一
七
六
〜
一
七
七
頁
〈
中
西
出
版
、
平
成
二
三
年
〉）
が
、
本
稿
で
は
ア

イ
ヌ
民
族
博
物
館
所
蔵
の
『
蝦
夷
紀
行
』
と
比
較
し
た
結
果
、
描
写
の
内
容
や
技
量
に
大
き
な
差

は
な
く
元
旦
の
筆
と
断
ず
る
根
拠
に
乏
し
い
と
思
わ
れ
た
た
め
、
両
本
と
も
原
本
に
忠
実
な
初
期

段
階
の
写
本
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

（
１９
） 

ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
所
蔵
本
よ
り
抜
粋
し
た
。

（
２０
） 

大
塚
和
義
「
稿
本
の
成
立
事
情
と
そ
の
書
誌
的
検
討
」（
前
掲
註
15
所
収
）
よ
り
。

（
２１
） 

大
塚
和
義
「
谷
元
旦
『
毛
夷
武
餘
嶌
図
』
に
つ
い
て
」（『
民
博
通
信
』
第
五
七
号
、
国
立
民
族
学

博
物
館
、
平
成
四
年
）

（
２２
） 

前
掲
註
18
新
明
氏
著
書
（
二
二
五
〜
二
二
九
頁
）

（
２３
） 

渋
江
長
伯
『
東
遊
奇
勝　

帰
路
編
』（
山
崎
栄
作
編
、
平
成
一
八
年
）
所
収
の
解
説
（
四
一
四
頁
）

に
も
『
新
甫
遺
稿
』（
無
窮
会
蔵
）
の
記
述
か
ら
「
採
取
し
た
標
本
に
つ
き
長
伯
が
指
示
を
与
え
、

新
甫
が
記
録
し
、
谷
元
旦
が
写
生
す
る
と
い
う
仕
事
の
分
担
が
窺
え
る
。
採
薬
の
在
り
方
は
か
な

り
組
織
化
さ
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
２４
） 

『
採
薬
志
1
』（
近
世
歴
史
資
料
集
成
第
二
期
第
六
巻
、
科
学
書
院
、
一
九
九
四
年
）
に
影
印
あ
り
。

（
２５
） 

各
写
本
の
成
立
時
期
が
明
ら
か
な
も
の
は
少
な
い
た
め
、
成
立
時
期
順
と
は
し
て
い
な
い
。

（
２６
） 

『
見
聞
略
草
稿
』
で
「
元
旦
紀
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
『
元
旦
日
記
』
の
こ
と
を
指
す
の
で

あ
ろ
う
。

（
２７
） 

そ
の
ほ
か
、『
鳥
取
藩
史
』（
鳥
取
県
編
、
昭
和
四
五
年
）
の
元
旦
の
項
目
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
る
（
傍
線
筆
者
）。「
蝦
夷
に
入
り
、
山
川
草
木
・
禽
獣
蟲
魚
・
風
俗
人
物
等
、
凡
そ
脚
の
踏
む

処
目
の
触
る
ゝ
処
之
を
模
写
し
、
之
を
図
録
す
。
旁
ら
其
の
土
語
を
採
輯
し
、
以
て
数
軸
を
な
し
、

還
て
之
を
報
告
す
。
其
の
底
本
五
軸
、
嶋
田
家
之
を
伝
へ
以
て
維
新
後
に
至
り
し
も
、
今
之
を
失

す
と
云
ふ
。」
こ
れ
は
元
旦
孫
の
島
田
真
浄
（
信
浄
、
一
八
四
七
〜
一
九
一
七
）
の
談
と
考
え
ら

れ
る
も
の
で
、『
見
聞
略
草
稿
』
と
併
せ
文
字
通
り
に
捉
え
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
嘉
永

六
年
頃
ま
で
は
、
蝦
夷
と
奥
羽
の
勝
景
図
六
軸
と
人
物
器
物
四
品
の
計
一
〇
種
が
島
田
家
に
伝
え

ら
れ
て
い
た
。
②
そ
の
後
、
う
ち
五
種
が
散
逸
し
、
残
る
五
種
は
明
治
維
新
後
し
ば
ら
く
の
間
、

島
田
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
③
そ
の
五
種
も
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
ま
で
に
島
田
家
の
手
を

離
れ
た
。

　
　
　

最
後
ま
で
島
田
家
に
残
っ
た
五
軸
が
具
体
的
に
ど
の
資
料
を
指
す
か
は
不
明
な
が
ら
、
現
在
自

筆
本
と
し
て
鳥
取
に
伝
わ
る
『
画
稿
』
三
巻
と
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』
な
ら
び
に
『
蝦
夷
器
具
図
式
』

の
二
品
の
計
五
種
を
指
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
２８
） 

拙
稿
「
島
田
元
旦
の
青
年
期
に
お
け
る
文
晁
の
影
響
に
つ
い
て
」（『
鹿
島
美
術
財
団
研
究
報
告
書
』、

鹿
島
美
術
財
団
、
二
〇
〇
八
年
）

（
２９
） 

山
水
癖
に
つ
い
て
は
、内
山
淳
一「
江
戸
の
風
景
趣
味
―
広
重『
東
海
道
五
拾
三
次
』の
土
壌
」（『is

』

第
七
五
号
、ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所
、一
九
九
七
年
）、内
山
淳
一
「
山
水
癖
の
絵
画
―
谷
文
晁
筆
「
東

北
地
方
写
生
図
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
華
』
第
一
三
五
五
号
、朝
日
新
聞
社
、平
成
二
〇
年
九
月
）

等
に
詳
し
い
。

（
３０
） 

元
旦
と
同
じ
く
採
薬
隊
の
一
員
で
あ
っ
た
土
岐
新
甫
は
、
蝦
夷
地
へ
渡
る
直
前
の
寛
政
一
一
年
一

月
二
八
日
か
ら
二
月
二
六
日
ま
で
に
八
回
と
、
蝦
夷
地
か
ら
江
戸
に
戻
っ
て
約
半
年
後
の
寛
政
一

二
年
閏
四
月
八
日
以
降
に
し
ば
し
ば
蒹
葭
堂
を
訪
れ
て
い
る
（『
蒹
葭
堂
日
記
』）
こ
と
か
ら
、
元

旦
の
調
査
成
果
は
新
甫
の
手
で
蒹
葭
堂
に
届
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
３１
） 

『
蝦
夷
島
奇
観
』
古
説
部
一
の
「
男
夷
圖
」
お
よ
び
「
女
夷
圖
」。
祭
り
の
際
の
酋
長
の
衣
装
や
髪
型
、

宝
飾
品
を
身
に
つ
け
織
道
具
を
持
つ
女
性
の
姿
が
、
個
人
を
断
定
せ
ず
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
ホ
イ
ン
カ
ル
」
と
い
う
名
の
男
性
の
姿
を
描
い
て
い
る
が
、
主
眼
は
ア
イ
ヌ
の
風
習
で
あ
る
「
神

髪
」（
子
の
誕
生
が
神
へ
の
祈
り
に
よ
っ
て
叶
っ
た
親
が
結
う
髪
型
）
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
。

（
３２
） 

前
掲
註
18
新
明
氏
著
書
（
一
九
五
頁
）

（
３３
） 

水
田
紀
久
「
資
料
紹
介
『
傾
蓋
漫
録
―
伊
勢
の
蒹
葭
堂
―
』（『
金
蘭
短
期
大
学
研
究
誌
』
二
〇
号
、

金
蘭
短
期
大
学
図
書
委
員
会
編
、
昭
和
六
四
年
）、
嘉
数
次
人
「
蒹
葭
堂
の
本
草
学
・
物
産
学
管
見
」

（『
木
村
蒹
葭
堂　

知
の
巨
人
』、
大
阪
歴
史
博
物
館
編
、
平
成
一
五
年
）
等

（
３４
） 

小
林
め
ぐ
み「『
集
古
十
種
』の
編
纂
―
そ
の
目
的
と
情
報
収
集
」（『
集
古
十
種
―
あ
る
く
・
う
つ
す
・

あ
つ
め
る　

松
平
定
信
の
古
文
化
財
調
査
』、
福
島
県
立
博
物
館
、
平
成
一
二
年
）

（
３５
） 

『
江
戸
家
老
日
記
写
』（
鳥
取
県
立
博
物
館
蔵
）
の
文
政
一
二
年
一
〇
月
七
日
の
記
事
に
は
、「
伊

勢
え
寄
参
宮
致
し
度
、
并
、
京
都
河
原
御
殿
内
谷
斎
宮
、
四
条
柳
馬
場
圓
山
主
水
、
大
坂
高
麗
橋

通
大
橋
久
右
衛
門
儀
、
間
柄
ニ
付
、
夫
ゝ
立
寄
二
三
日
宛
逗
留
致
面
会
度
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
３６
） 

土
居
次
義
『
近
世
日
本
画
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、
昭
和
四
年
）、
山
下
善
也
「
狩
野
永
良
の
秘

伝
画
法
書
に
つ
い
て
」（『
学
叢
』、京
都
国
立
博
物
館
編
、平
成
二
三
年
五
月
）、多
田
羅
多
起
子「﹇
資

料
紹
介
Ⅱ
﹈
狩
野
永
良
『
画
伝
集
』」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
二
三
号
、
醍
醐
書
房
、
平
成

二
三
年
五
月
）

（
３７
） 
人
物
の
衣
の
下
の
身
体
の
線
を
表
し
た
も
の
が
含
ま
れ
る
応
挙
原
図
に
も
と
づ
く
版
本
『
人
物
描

写
図
法
』
や
『
人
物
写
生
図
冊
』（
個
人
蔵
）
な
ど
の
存
在
は
、
応
挙
の
門
下
で
積
極
的
に
こ
う

し
た
描
法
が
学
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
３８
） 

定
信
と
風
俗
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
内
山
淳
一
氏
の
御
示
唆
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ

こ
に
記
し
内
山
氏
に
感
謝
し
た
い
。
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＊ 
【
図
42
】
は
図
録
『
特
別
展
円
山
応
挙
：〈
写
生
画
〉
創
造
へ
の
挑
戦
』（
毎
日
新
聞
社
発
行
、
二

〇
〇
三
年
）
よ
り
転
載
し
ま
し
た
。

The Documents of the Investigation in Ezo 
by Shimada (Tani) Gentan

Mayumi YAMASHITA

Abstract: Shimada Gentan (1778-1840), a younger brother of Tani 
Buncho (1763-1840), was born in Edo (now Tokyo). He was adopted 
into the Shimada Family which played an important role of the 
Tottori han (daimyo domain).
In 1799, Gentan visited to Hokkaido region called Ezo in Edo period 
as a member of the investigation of the shogunate. He produced a lot 
of documents including travelogues and sketches. These documents 
are valuable to research the history of Hokkaido and Ainu culture, 
however, it left untouched to classify these data.
In this study, I describe these documents and provide an overview of 
his entire results of the investigation. At the same time, I would like 
to add my comments on their characters and the factors why these 
characters had been caused in his youth.   
Keywords: Shimada (Tani) Gentan, Ezo, Tani Buncho, Maruyma 
Okyo, Matsudaira Sadanobu, landscape paintings, Ainu Genre 
Paintings


